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この度は、本製品をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。本製品の性能を十分に引き出してご活

用いただくために、ご使用前に必ずこの「取扱説明書」をお読みください。また、お読みになった後は、本製品近くの

見やすい場所に保管してください。 

なお、お客様がお持ちの製品のバージョンによっては、取扱説明書に記載される外観図、メニュー操作および通

信コマンドなどが、一部異なる場合がありますのでご了承ください。 

 

最新の取扱説明書は、弊社のホームページからダウンロードすることができます。 

  http://www.idk.co.jp/ 

 

 

同梱物の確認 

以下の同梱物がすべてそろっているかご確認ください。 

万一、同梱物の不足や、損傷などの不良がありましたら、お手数ですが弊社までご連絡ください。 

 

■ 送信器 （COS-T100HD-A/COS-TS100HD-A） 

・ 送信器本体       1 台 

・ ネジ式ロック付き AC アダプタ (1.2 m)  1 個 

・ コードクランプ      1 個 

・ 取扱説明書（本書）     1 冊※ 

 

■ 受信器 （COS-R100HD-A/COS-RS100HD-A） 

・ 受信器本体       1 台 

・ ネジ式ロック付き AC アダプタ (1.2 m)  1 個 

・ コードクランプ      1 個 

・ 取扱説明書（本書）     1 冊※ 

 

■ 受信器 デイジーチェーンモデル （COS-D100HD-A/COS-DS100HD-A） 

・ 受信器 デイジーチェーンモデル本体  1 台 

・ ネジ式ロック付き AC アダプタ (1.2 m)  1 個 

・ コードクランプ      1 個 

・ 取扱説明書（本書）     1 冊※ 

 

■ リクロッカ （COS-RCL/COS-RCLS） 

・ リクロッカ本体      1 台 

・ ロック付き AC アダプタ (1.8 m)   1 個 

・ 取扱説明書（本書）     1 冊※ 

 

※セットでお求めの場合、取扱説明書は1冊のみとなります。 
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ご使用の前に必ずお読みください 

安全上のご注意 

この取扱説明書には、お客様や他の人への危害や損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しくお使いいただくために、

重要な内容を記載しています。 

次の内容（表示・図記号）を良く理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。 

 

「警告」、「注意」、「記号」の意味 

 

表 示 表示の意味 

 

この表示を無視して誤った取扱をすると、人が死亡または重症を負う可能性が想定

される内容を示します 

 

この表示を無視して誤った取扱をすると、人が障害を負ったり、物的損害の発生が

想定される内容を示します 

 

図記号 図記号の意味 記号例 

 

注 意 

この記号は、警告・注意を促すことを告げるものです。図の中に具体的な注

意内容が描かれています。  

感電注意 

 

禁 止 

この記号は、禁止行為であることを告げるものです。図の中に具体的な禁止

内容が描かれています。  

分解禁止 

 

指 示 

この記号は、行為を強要したり指示したりする内容を告げるものです。図の

中に具体的な指示内容が描かれています。  

プラグを抜く 
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警告 

 

指 示 

・据付工事について 
技術・技能を有する専門業者が据付けを行うことを前

提に販売されているものです。据付け・取付けは必ず

工事専門業者または当社営業部に問い合わせ下さ

い。火災・感電・けが・器物破損の原因になります。 

 

指 示 

・電源プラグは、コンセントから抜きやす
いように設置する 
万一の異常や故障のときや長時間使用しないとき

などに役立ちます。 

 

指 示 

・電源プラグは指定電源電圧のコンセントに
根元まで確実に差し込む 
差し込み方が悪いと、発熱によって火災・感電の原因

になります。傷んだ電源プラグ、緩んだコンセントは使

用しないでください。 

 

プラグを抜く 

・煙が出ている、異音、異臭がするとき
は、すぐに電源プラグをコンセントから抜
く 
そのまま使用をすると、火災・感電の原因になりま
す。煙が出なくなるのを確認し、当社営業部に問い
合わせ下さい。 

 

プラグを抜く 

・落としたり、キャビネットを破損したりしたと
きは、すぐに電源プラグをコンセントから抜く 
そのまま使用すると、火災・感電・けがの原因となりま

す。点検・修理については当社営業部に問い合わせ下

さい。 

 

プラグを抜く 

・内部に水や異物がはいったら、すぐに
電源プラグをコンセントから抜く 
そのまま使用すると、火災・感電の原因になります。

点検・修理については当社営業部に問い合わせ下

さい。 



禁 止 

・不安定な場所に置かない 
水平で安定したところに設置してください。本体が落

下・転倒してけがの原因になります。 


禁 止 

・振動のある場所に置かない 
振動で本体が移動・転倒し、けがの原因になりま

す。 

 

分解禁止 

・修理・改造・分解はしない 
内部には電圧の高い部分があり、感電・火災の原因に

なります。内部の点検・調整及び修理は当社営業部に

問い合わせ下さい。 


禁 止 

・電源コード・電源プラグは 
・傷つけたり、延長するなど加工したり、過熱したり

しない 

・引っ張ったり、重いものを乗せたり、はさんだりしな

い 

・無理に曲げたり、ねじったり、束ねたりしない 

そのまま使用すると、火災･感電の原因になります。

電源コード・電源プラグが傷んだら当社営業部に問

い合わせ下さい。 


禁 止 

・異物をいれない 
通風孔などから金属類や紙などの燃えやすいものが

内部に入った場合、火災・感電の原因になります。 

 

接触禁止 

・雷が鳴り出したら電源コードや LAN ケーブ
ル、本体などには触れない 

感電の原因になります。  

指 示 

・電源プラグのほこりなどは定期的にとる 
電源プラグの絶縁低下によって、火災の原因になり

ます。 

 

機器の接続について 

 

指 示 

本機器と周辺機器との接地電位差により感電、もしくは機器の破損が発生する場合があります。

機器間をケーブルで接続する際は、長距離伝送接続なども含めて、関係する全ての機器の電源プラ

グをコンセントから抜いて下さい。 

各機器の信号・制御ケーブルを接続し、終了した後に各機器の電源プラグをコンセントに接続して

ください。 
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注意 



禁 止 

・温度の高い場所に置かない 
直射日光が当たる場所や温度の高い場所に置くと火災

の原因になります。 


禁 止 

・湿気・油煙・ほこりの多い場所に置か
ない 
加湿器のそばやほこりの多い場所などに置くと、

火災・感電の原因になります。 



禁 止 

・ 通風孔をふさがない 
通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災や故障の原

因になります。 


禁 止 

・本体付属の AC アダプタまたは、電源コ
ード以外のものは使用しない 
不適合により、火災や感電の原因になります。本

体付属の AC アダプタまたは、電源コードは 100V

系国内専用です。海外など 200V 系でご使用にな

る場合は、当社営業部に問い合わせ下さい。 



禁 止

・機器の上に重いものを置かない 
倒れたり落ちたりしてけがの原因になります。 



禁 止 

・コンセントや配線器具の定格を超える使い
方はしない 
タコ足配線はしないでください。火災・感電の原因にな

ります。 
 

ぬれ手禁止 

 

・ぬれた手で電源プラグを抜き差ししな
い 

感電の原因になります。 

 

プラグを抜く 

・長時間使用しないときは、安全のため電源
プラグをコンセントから抜く 
万一故障したとき、火災の原因になります。  

指 示 

・使用温度/湿度範囲、保存温度/湿度
範囲を守る 
範囲を超えて使用を続けた場合、火災や感電の原

因になります。 

 

指 示 

・他の機器と接続するときは、接続する機器
の電源を切る 

火災や感電の原因になります。  

プラグを抜く 

・お手入れのときは、電源プラグをコンセ
ントから抜く 

感電の原因になります。 

 

設置についてのお願い 

・ラックマウント製品の場合 

 

指 示 

EIA 相当のラックにマウントしてください。その際には上下に空冷のための隙間を空けるよう考慮してください。また、安全性を

高めるため前面のマウント金具と併用して L 型のサポートアングルなどを取り付けて、機器全体の質量を平均的に支えるよう

にしてください。 

・ゴム足つきの製品の場合 

 

指 示 

ゴム足を取り外した後にネジだけをネジ穴に挿入することは絶対にお止めください。内部の電気回路や部品に接触し故障の

原因になります。再度ゴム足を取り付ける場合は付属のゴム足、付属のネジ以外は使用しないでください。 
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1 製品概要 

COS-100HD-A は、5C-FB 同軸ケーブルを使用して長距離伝送を行う HDMI 延長器です。映像信号はアナロ

グ信号に変換せず、デジタル信号のまま伝送します。 

COS-S100HD-A を使用することで RS-232C コントロール信号の双方向通信が可能です。 

リクロッカを使用すれば 100m 以上の伝送も可能です。 

受信器は、デイジーチェーンに対応したモデルをラインアップしており、同軸ケーブル 1 本でハイビジョン映像、

RS-232C コントロール信号の延長・分配が可能です。 

 

COS-S100HD-A の接続例 

ブルーレイディスク
プレーヤー

ノートPC

ブルーレイディスク
プレーヤー

ブルーレイディスク
プレーヤー

ノートPC

ノートPC

HDMIケーブル

同軸ケーブル（5C-FB）

シリアルケーブル（RS-232C）

〔デイジーチェーン接続にする場合〕

〔100m以上延長する場合〕

〔受信器が1台の場合〕

COS-TS100HD-A COS-RS100HD-A

ACアダプタ

COS-TS100HD-A COS-RCLS COS-RS100HD-A

COS-TS100HD-A COS-DS100HD-A

COS-DS100HD-A

COS-DS100HD-A

ACアダプタ

ACアダプタ ACアダプタ ACアダプタ

ACアダプタ ACアダプタ

ACアダプタ

ACアダプタ

最大15段可能

INPUT

RS-232C

AUDIO

L

R

STATUS

POWER

INPUT

CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

Tx

HDMI

SERIAL MODEL

720p-8bit

720p-10bit

720p-12bit

1080i-8bit

1080i-10bit

0

1

2

3

4

5

6

7

EDID SELECT

No. RESOLUTION

1080i-12bit

1080p-8bit

1080p-10bit

1080p-12bit8

1 COAX Tx for HDMI

COS-TS100HD-A

DC 5V 3A

OUTPUT

SELECT

EDID

DIP SW

FG

INPUT

RS-232C

AUDIO

L

R

STATUS

POWER

INPUT

CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

Tx

HDMI

SERIAL MODEL

720p-8bit

720p-10bit

720p-12bit

1080i-8bit

1080i-10bit

0

1

2

3

4

5

6

7

EDID SELECT

No. RESOLUTION

1080i-12bit

1080p-8bit

1080p-10bit

1080p-12bit8

1 COAX Tx for HDMI

COS-TS100HD-A

DC 5V 3A

OUTPUT

SELECT

EDID

DIP SW

FG

INPUT

RS-232C

AUDIO

L

R

STATUS

POWER

INPUT

CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

Tx

HDMI

SERIAL MODEL

720p-8bit

720p-10bit

720p-12bit

1080i-8bit

1080i-10bit

0

1

2

3

4

5

6

7

EDID SELECT

No. RESOLUTION

1080i-12bit

1080p-8bit

1080p-10bit

1080p-12bit8

1 COAX Tx for HDMI

COS-TS100HD-A

DC 5V 3A

OUTPUT

SELECT

EDID

DIP SW

FG

RS-232C

AUDIO

L

R

OUTPUT

Rx

STATUS

POWER CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

OUTPUT

HDMI

SERIAL MODEL

COS-RS100HD-A

1 COAX Rx for HDMI

INPUT

DC 5V 3A

DIP SW

FG

RS-232C

AUDIO

L

R

OUTPUT

Rx

STATUS

POWER CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

OUTPUT

HDMI

SERIAL MODEL

COS-RS100HD-A

1 COAX Rx for HDMI

INPUT

DC 5V 3A

DIP SW

FG

RS-232C

AUDIO

L

R

OUTPUT

Rx

STATUS

POWER CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

OUTPUT

HDMI

SERIAL MODEL

1 COAX Dy for HDMI

COS-DS100HD-A

OUTPUT

INPUT

ID

DC 5V 3A

DIP SW

FG

RS-232C

AUDIO

L

R

OUTPUT

Rx

STATUS

POWER CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

OUTPUT

HDMI

SERIAL MODEL

1 COAX Dy for HDMI

COS-DS100HD-A

OUTPUT

INPUT

ID

DC 5V 3A

DIP SW

FG

RS-232C

AUDIO

L

R

OUTPUT

Rx

STATUS

POWER CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

OUTPUT

HDMI

SERIAL MODEL

1 COAX Dy for HDMI

COS-DS100HD-A

OUTPUT

INPUT

ID

DC 5V 3A

DIP SW

FG

HDMIモニタ

HDMIモニタ

HDMIモニタ

HDMIモニタ

HDMIモニタ

 

[図 1.1] 接続図 
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2 特長 

■映像 

・最大解像度は 1080p まで対応 

・5C-FB ケーブル使用時、最大 100m 延長可能 

・リクロッカを送信器と受信器の間に接続することで更なる長距離伝送が可能 

・アンチストーム機能を搭載（注 1） 

 

■音声 

・アナログ音声を HDMI エンベデット可能、 

・HDMI エンベデット音声をアナログ出力可能 

 

■制御 (COS-S100HD-A のみ) 

・RS-232C コントロール信号の双方向通信が可能 

・デイジーチェーン時、全受信器に対して RS-232C 信号の送信が可能 

・デイジーチェーン時、指定する受信器 1 台と RS-232C 信号の双方向通信が可能 

・RS-232C の受信器 ID は最大 15 まで対応 

 

■その他 

・HDCP(著作権保護)に対応 

・内蔵 EDID エミュレーション機能による、仮想モニタ機能 

・コネクションリセット機能を搭載（注 2） 

・HDMI 信号とシリアル信号を同軸ケーブル 1 本で延長可能 

・ケーブルの断線、未接続を LED ランプで確認可能 

・本体 AC アダプタ接続部はロック機構を搭載 

 

（注1） HDCPにより著作権保護された映像を表示する際に、度々発生する砂嵐映像表示を自動復旧させる

機能です。おもに起動時に発生する砂嵐問題を復旧させる機能であり、本機に入力された信号で既

に砂嵐が発生している場合や、伝送路の品位で発生する砂嵐問題には対応できません。 

 

（注2） デジタルAVシステム特有の、コネクタ抜き差しにより映像表示が復旧する問題を、自動復旧させる機

能です。コネクションリセット機能は本機出力のみに対応した機能で、本機出力と表示機器の間に他

の機器が接続されている場合は、機能が有効にならない場合があります。 
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3 各部名称と働き 

 

3.1 送信器（COS-TS100HD-A、COS-T100HD-A） 

 

3.1.1 アッパーパネル 

 

①

INPUT

RS-232C

AUDIO

L

R

STATUS

POWER

INPUT

CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

Tx

HDMI

SERIAL MODEL

720p-8bit

720p-10bit

720p-12bit

1080i-8bit

1080i-10bit

0

1

2

3

4

5

6

7

EDID SELECT

No. RESOLUTION

1080i-12bit

1080p-8bit

1080p-10bit

1080p-12bit8

1 COAX Tx for HDMI

COS-TS100HD-A

DC 5V 3A

OUTPUT

SELECT

EDID

DIP SW

FG

 

[図 3.1] アッパーパネル 

 

[表 3.1] アッパーパネル各部の名称 (COS-TS100HD-A/T100HD-A) 

番号 名称 説明 

① ステータス LED ( STATUS ) 本機の各状態について消灯/点灯を行うので機器接続状態の確認が

できます。 

各 LED の仕様については以下のとおりです。 

POWER ：電源の ON/OFF 状態を示します。 

CONNECT ：受信器との接続状態を示します。 

LOCK ：映像/音声が出力されているかどうかを示します。 

HDMI ：HDMI 入力がされているかどうかを示します。 

AUDIO ：リニア PCM が入力されているかどうかを示します。 

HDCP ：HDCP 著作権保護が入力されているかどうかを示します。 

※各 LED の詳細については 5.1 電源ＯＮ（P.30）、5.2 送信器側の状態

確認（P.30）を参照してください。 
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3.1.2 フロントパネル 

 

① ② ③

 

 [図 3.2] フロントパネル 

 

[表 3.2] フロントパネル各部の名称 (COS-TS100HD-A/T100HD-A) 

番号 名称 説明 

① RS-232C コネクタ 

( RS-232C ) 

通信コマンドによる本機の設定を行う際に使用します。（設定モード） 

また受信器側とのデータ通信にも使用します。（通信モード） 

設定モードと通信モードの切換はディップスイッチにて行います。 

※RS-232C 通信対応モデルは「COS-TS100HD-A」です。 

② HDMI 入力コネクタ 

（ HDMI INPUT ）※1 ※2 

HDMI の入力コネクタです。 

ディップスイッチでデジタル音声入力かアナログ音声入力かの選択

が可能です。（3.1.3 リアパネル P.12 参照） 

③ 音声入力コネクタ 

( AUDIO INPUT ) 

ステレオ音声信号の入力コネクタです。 

ディップスイッチでデジタル音声入力かアナログ音声入力かの選択

が可能です。（3.1.3 リアパネル P.12 参照） 

※音声信号は正しい映像信号が入力されていないと伝送できません。 

※1 本機のHDMI入出力コネクタは、HDCP(High-bandwidth Digital Content Protection)と呼ばれる著作権

保護システムに対応しています。HDCPはデータの暗号化と接続機器との認証からなるコピープロテクション

技術です。著作権保護されたDVDなどを再生する場合は、入力コネクタに接続するDVDプレーヤーなどの再

生機器と、出力コネクタに接続する表示機器の両方がHDCPに対応している必要があります。 

 

※2 HDMI-CEC(Consumer Electronics Control)には対応していません。 

 CECは、HDMIで規格化されている機器制御信号プロトコルで、HDMIケーブルを介して他機の制御が可能で

す。例えば、デジタルテレビとブルーレイディスクレコーダーを1つのリモコンで操作することが可能です。 
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3.1.3 リアパネル 

 

② ③ ⑤④①

 

 [図 3.3] リアパネル 

 

[表 3.3] リアパネル各部の名称 (COS-TS100HD-A/T100HD-A) 

番号 名称 説明 

① フレームグランド ( FG ) 屋内配線のアース端子と接続します。 

② ディップスイッチ ( DIP SW ) 本機の各種設定を変更する際に使用します。 

各ディップスイッチの仕様は以下のとおりです。 

DIPSW 1 ：マルチチャンネル音声/2 チャンネル音声を設定します。 

DIPSW 2 ：デジタル音声/アナログ音声入力を設定します。 

DIPSW 3 ：RS-232C 通信モード（設定/通信モード）を設定します。 

DIPSW 4 ：HDCP 許可/禁止を設定します。 

DIPSW 5 ：無信号監視を設定します。 

DIPSW 6 ：RS-232C 通信の個別送信/一括送信モードを設定します。 

DIPSW 7 ：伝送モード(標準/補正モード)を設定します。 

DIPSW 8 ：未使用。 

※各ディップスイッチの詳細については 6.1 送信器側 設定（P.33）

を参照してください。 

③ ロータリースイッチ 

( EDID SELECT ) 

本機に内蔵された EDID データを変更する際に使用します。 

④ BNC 出力コネクタ 

( OUTPUT ) 

受信器と同軸ケーブルで接続することによって、映像/音声/RS-232C 通

信データを伝送します。 

最大 100m までの延長が可能です。 

※RS-232C 通信対応モデルは「COS-TS100HD-A」です。 

⑤ 電源コネクタ ( DC 5V 3A ) 付属の AC アダプタを接続します。 
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3.2 受信器（COS-DS100HD-A、COS-D100HD-A、COS-RS100HD-A、COS-R100HD-A） 

 

3.2.1 アッパーパネル 

 

①

RS-232C

AUDIO

L

R

OUTPUT

Rx

STATUS

POWER CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

OUTPUT

HDMI

SERIAL MODEL

1 COAX Dy for HDMI

COS-DS100HD-A

OUTPUT

INPUT

ID

DC 5V 3A

DIP SW

FG

 

[図 3.4] アッパーパネル 

 

[表 3.4] アッパーパネル各部の名称 (COS-DS100HD-A/D100HD-A/RS100HD-A/R100HD-A) 

番号 名称 説明 

① ステータス LED ( STATUS ) 本機の各状態について消灯/点灯を行うので機器接続状態の確認が

できます。 

各 LED の仕様については以下のとおりです。 

POWER ：電源の ON/OFF 状態を示します。 

CONNECT ：送信器との接続状態を示します。 

LOCK ：映像/音声が入力されているかどうかを示します。 

HDMI ：「HDMI OUTPUT」に接続される表示機器が HDMI かどうかを

示します。 

AUDIO ：リニア PCM が入力されているかどうかを示します。 

HDCP ：HDCP による著作権保護が行われている映像かどうかを示

します。 

※各 LED の詳細については 5.1 電源ＯＮ（P.30）、5.3 受信器側の状態

確認（P.32）を参照してください。 
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3.2.2 フロントパネル 

 

① ② ③

 

[図 3.5] フロントパネル 

 

[表 3.5] フロントパネル各部の名称 (COS-DS100HD-A/D100HD-A/RS100HD-A/R100HD-A) 

番号 名称 説明 

① RS-232C コネクタ 

( RS-232C ) 

通信コマンドによる本機の設定を行う際に使用します。（設定モード） 

また送信器側とのデータ通信にも使用します。（通信モード） 

設定モードと通信モードの切換はディップスイッチにて行います。 

※RS-232C 通信対応モデルは「COS-DS100HD-A」「COS-RS100HD-A」で

す。 

② HDMI 出力コネクタ 

（ HDMI OUTPUT ）※1 ※2 

HDMI の出力コネクタです。 

③ 音声出力コネクタ 

( AUDIO OUTPUT ) 

ステレオ音声信号の出力コネクタです。 

※音声信号は正しい映像信号が入力されていないと伝送できません。 

※1 本機のHDMI入出力コネクタは、HDCP(High-bandwidth Digital Content Protection)と呼ばれる著作権

保護システムに対応しています。HDCPはデータの暗号化と接続機器との認証からなるコピープロテクション

技術です。著作権保護されたDVDなどを再生する場合は、入力コネクタに接続するDVDプレーヤーなどの再

生機器と、出力コネクタに接続する表示機器の両方がHDCPに対応している必要があります。 

 

※2 HDMI-CEC(Consumer Electronics Control)には対応していません。 

 CECは、HDMIで規格化されている機器制御信号プロトコルで、HDMIケーブルを介して他機の制御が可能で

す。例えば、デジタルテレビとブルーレイディスクレコーダーを1つのリモコンで操作することが可能です。 
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3.2.3 リアパネル 

 

② ③ ⑥ ⑦⑤④①

 

[図 3.6] リアパネル 

 

[表 3.6] リアパネル各部の名称 (COS-DS100HD-A/D100HD-A/RS100HD-A/R100HD-A) 

番号 名称 説明 

① フレームグランド ( FG ) 屋内配線のアース端子と接続します。 

② ディップスイッチ ( DIP SW ) 本機の各種設定を変更する際に使用します。 

各ディップスイッチの仕様は以下のとおりです。 

DIPSW 1 ：RS-232C 通信モード（設定/通信モード）を設定します。 

DIPSW 2 ：アナログ音声ミュート ON/OFF を設定します。 

DIPSW 3 ：デジタル音声ミュート ON/OFF を設定します。 

DIPSW 4 ：RS-232C 片方向/双方向通信を設定します。 

DIPSW 5 ：Deep Color 出力 ON/OFF を設定します。 

DIPSW 6 ：ホットプラグ オフ マスク ON/OFF を設定します。 

DIPSW 7 ：機能割り当てはありません。 

DIPSW 8 ：伝送モード(標準/補正モード)を設定します。 

※各ディップスイッチの詳細については 6.2 受信器側 設定（P.41）

を参照してください。 

③ ロータリースイッチ ( ID ) RS-232C通信を行う際にどの受信器と通信を行うかを判別するIDを

設定します。 

※ デ イ ジ ー チ ェ ー ン 対 応 RS-232C 通 信 対 応 モ デ ル は

「COS-DS100HD-A」、デイジーチェーン非対応 RS-232C 通信対応モデ

ルは「COS-RS100HD-A」となります。 

④ SIGNAL LED 映像/音声が入力されている時、点灯します。 

長いケーブルの使用による信号の劣化や、信号に不具合が発生して

いる場合、消灯もしくは点滅します。 

ケーブルの延長距離につきましては 4.2 同軸ケーブルの接続

(P.22)を参照してください。 

⑤ BNC 入力コネクタ( INPUT ) 送信器と同軸ケーブルで接続することにより、映像/音声/RS-232C 通信

データを伝送します。最大 100m までの延長が可能です。 

※ RS-232C 通 信 対 応 モ デ ル は 「 COS-DS100HD-A 」 ・

「COS-RS100HD-A」です。 
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番号 名称 説明 

⑥ BNC 出力コネクタ 

( OUTPUT ) 

別の受信器と同軸ケーブルでデイジーチェーン接続することにより、映

像/音声/RS-232C 通信データを伝送します。 

最大 100m までの延長が可能です。 

※ デ イ ジ ー チ ェ ー ン 対 応 モ デ ル は 「 COS-DS100HD-A 」 ・

「COS-D100HD-A」です。 

⑦ 電源コネクタ ( DC 5V 3A ) 付属の AC アダプタを接続します。 
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3.3 リクロッカ（COS-RCL、COS-RCLS） 

 

3.3.1 アッパーパネル 

①

 

[図 3.7] アッパーパネル 

 

[表 3.7] アッパーパネル各部の名称 (COS-RCL/RCLS) 

番号 名称 説明 

① ステータス LED ( STATUS ) 本機の各状態について消灯/点灯を行います。 

各 LED の仕様については以下のとおりです。 

POWER ：電源の ON/OFF 状態を示します。 

CONNECT ：INPUT 端子との接続状態を示します。 

LOCK ：映像/音声が入力されているかどうかを示します。 

※リクロッカの LED 仕様は受信器と同様になります。詳細について

は 5.1 電源ＯＮ(P.30)、5.3 受信器側の状態確認(P.32)を参照して

ください。 
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3.3.2 フロントパネル 

① ② ③

 

[図 3.8] フロントパネル 

 

[表 3.8] フロントパネル各部の名称 (COS-RCL/RCLS) 

番号 名称 説明 

① BNC 入力コネクタ( INPUT ) 入力信号側と同軸ケーブルで接続することにより、映像/音声/RS-232C

通信データを伝送します。最大 100m までの延長が可能です。 

※RS-232C 通信対応モデルは「COS-RCLS」です。 

② BNC 出力コネクタ 

( OUTPUT ) 

出力信号側と同軸ケーブルで接続することにより、さらに映像/音声

/RS-232C 通信データを伝送します。 

最大 100m までの延長が可能です。 

※RS-232C 通信対応モデルは「COS-RCLS」です。 

③ 電源コネクタ ( DC IN ) 付属の AC アダプタを接続します。 
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4 設置 

ケーブルを接続する際は、コネクタ形状が一致しているかどうかを確認した上で、接続を間違えないようにして

ください。コネクタ形状の異なるケーブルを無理に接続しようとすると、本機のコネクタ及びケーブルを破損する

恐れがあり、その状態で電源を投入すると本機および接続した機器が故障することがあります。またケーブル

を接続する際は、ケーブルを奥までしっかりと差し込み、ケーブルに負荷を与えないように配線してください。 

 

4.1 ＨＤＭＩケーブルの接続 

送信器と入力ソース機器、受信器と表示機器を接続します。 

ブルーレイプレーヤ/DVDプレーヤ HDMIケーブル

COS-T100HD-A/COS-TS100HD-A

HDMIケーブル

COS-R100HD-A/COS-RS100HD-A

COS-D100HD-A/COS-DS100HD-A

テレビ/モニタ

INPUT

RS-232C

AUDIO

L

R

STATUS

POWER

INPUT

CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

Tx

HDMI

SERIAL MODEL

720p-8bit

720p-10bit

720p-12bit

1080i-8bit

1080i-10bit

0

1

2

3

4

5

6

7

EDID SELECT

No. RESOLUTION

1080i-12bit

1080p-8bit

1080p-10bit

1080p-12bit8

1 COAX Tx for HDMI

COS-TS100HD-A

DC 5V 3A

OUTPUT

SELECT

EDID

DIP SW

FG

RS-232C

AUDIO

L

R

OUTPUT

Rx

STATUS

POWER CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

OUTPUT

HDMI

SERIAL MODEL

1 COAX Dy for HDMI

COS-DS100HD-A

OUTPUT

INPUT

ID

DC 5V 3A

DIP SW

FG

 [図4.1] HDMIケーブル接続図 

 

HDMI の入出力には HDMI TypeA (19 ピン)・オスコネクタのケーブルを使用してください。入出力には 5m 以

下のケーブルを使用してください。 
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HDMI ケーブルにはロック機構がありませんが、付属の「コードクランプ」にて抜け防止が可能です。 

 

手順 1 コードクランプの矢印部分を持ち上げてバーとリング部分を外します。 

  
[図 4.2] バーとリングの分離 

 

手順 2 外したリングを HDMI ケーブルにくぐらせます。 

 

[図 4.3] ケーブルへのリングの取り付け 

 

 

手順 3 凹凸が左を向くようにバーを本体側の穴に差し込みます。 

  

[図 4.4] バーの本機への取り付け 
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手順 4 HDMI ケーブルとリングをバーに取り付けます。 

    
[図 4.5] バーとリングの結合 

 

＜完成＞ ケーブルを外す時は、手順 2 と同様にしてリングと HDMI ケーブルを外します。 

  

[図 4.6] ケーブルの固定 
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4.2 同軸ケーブルの接続 

 

4.2.1 単体接続について 

送信器と受信器を同軸ケーブルで接続します。送信器側の「OUTPUT」端子、受信器側の「INPUT」端子に

接続してください。 

RS-232C通信非対応モデルでは、送信器「COS-T100HD-A」と受信器「COS-R100HD-A」の組合せでご使用

ください。 

RS-232C通信対応モデルでは、送信器「COS-TS100HD-A」と受信器「COS-RS100HD-A」の組合せでご使用

ください。その際にはCOS-TS100HD-Aのディップスイッチ6は「RS-232C一括送信モード」(スイッチOFF)

でご使用ください。ディップスイッチについての詳細は6.1.6 RS-232C通信 送信モード設定(P.39)を参

照してください。 

同軸ケーブルCOS-T100HD-A/COS-TS100HD-A

COS-R100HD-A/COS-RS100HD-A

INPUT

RS-232C

AUDIO

L

R

STATUS

POWER

INPUT

CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

Tx

HDMI

SERIAL MODEL

720p-8bit

720p-10bit

720p-12bit

1080i-8bit

1080i-10bit

0

1

2

3

4

5

6

7

EDID SELECT

No. RESOLUTION

1080i-12bit

1080p-8bit

1080p-10bit

1080p-12bit8

1 COAX Tx for HDMI

COS-TS100HD-A

DC 5V 3A

OUTPUT

SELECT

EDID

DIP SW

FG

RS-232C

AUDIO

L

R

OUTPUT

Rx

STATUS

POWER CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

OUTPUT

HDMI

SERIAL MODEL

COS-RS100HD-A

1 COAX Rx for HDMI

INPUT

DC 5V 3A

DIP SW

FG

 [図4.7] 単体接続 

 

なお各ケーブルを使用した際の送信器-受信器間の最大延長距離は以下のとおりです。 

送信器と受信器間を接続する同軸ケーブルは5C-FB以上のものを推奨します。それ以外のケーブルを使

用した場合、信号源、表示器、または入力解像度により送信器-受信器間での100ｍの延長ができない場合が

あります。 
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6C-HD 

[表4.1] 6C-HD 最大延長距離 

入力解像度 通信なし 通信あり 

480i 100m (注1)  

576i 100m (注1)  

720p 100m (注1) 100m (注1) 

1080i 100m (注1) 100m (注1) 

1080p 100m (注1) 100m (注1) 

 

5C-FB 

[表4.2] 5C-FB 最大延長距離 

入力解像度 通信なし 通信あり 

480i 100m (注1)  

576i 100m (注1)  

720p 100m (注1) 100m (注1) 

1080i 100m (注1) 100m (注1) 

1080p 100m (注1) 100m (注1) 

 

5C-2V 

[表4.3] 5C-2V 最大延長距離 

入力解像度 通信なし 通信あり 

480i 100m (注1)  

576i 100m (注1)  

720p 90m (注1) 50m (注1) 

1080i 90m (注1) 50m (注1) 

1080p 60m (注1) 40m (注1) 

 

3C-FB 

[表4.4] 3C-FB 最大延長距離 

入力解像度 通信なし 通信あり 

480i 100m (注1)  

576i 100m (注1)  

720p 100m (注1) 70m (注1) 

1080i 100m (注1) 70m (注1) 

1080p 70m (注1) 60m (注1) 

 

3C-2V 

[表4.5] 3C-2V 最大延長距離 

入力解像度 通信なし 通信あり 

480i 100m (注1)  

576i 100m (注1)  

720p 70m (注1) 40m (注1) 

1080i 70m (注1) 40m (注1) 

1080p 40m (注1) 30m (注1) 

(注 1) IDK 製ケーブルを使用した場合の最大延長距離です。他社製のケーブルを使用した場合、もしくはケ

ーブルジョイント(JJ)等を使用してケーブルを延長した場合、記載された距離の範囲内でも映像が乱れたり、

出力されなくなる場合があります。 
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ケーブルジョイント(JJ)を使用した際の最大延長距離は以下のとおりです。 

ケーブルジョイント(JJ)を使用して接続すると、JJ自身の損失があることと接続箇所の増加によるインピーダ

ンス不整合の影響が考えられることから最大延長距離は短くなります。 

 

＜通信ありの場合＞ 

     [表4.6] 通信あり JJ使用時の最大延長距離 

  JJ 個数 

総延長(m) 1 個 2 個 3 個 4 個 5 個 

80 ○ ○ ○ ○ ○ 

90 ○ ○ ○ ○ × 

100 ○ × × × × 

 

＜通信無しの場合＞ 

     [表4.7] 通信なし JJ使用時の最大延長距離 

  JJ 個数 

総延長(m) 1 個 2 個 3 個 4 個 5 個 

90 ○ ○ ○ ○ ○ 

100 ○ ○ ○ ○ × 

 

入力解像度は1080p/59.94Hz、同軸ケーブルは5C-FBで確認しています。 

○：映像・音声、通信データの伝送に問題なし、×：問題ありとなります。 

 

※信号源/表示器等の特性により最大延長距離が短くなったり、JJ 個数が少なくなる場合があります。余裕

を持ったケーブル長でご使用することをお勧め致します。 
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4.2.2 デイジーチェーン接続について 

本 機 は 受 信 器 の デ イ ジ ー チ ェ ー ン 接 続 が 可 能 で す 。 そ の 際 に は デ イ ジ ー チ ェ ー ン 対 応 モ デ ル

「COS-D100HD-A」、「COS-DS100HD-A」をご使用ください。接続時にはデイジーチェーン用出力コネクタと

入力コネクタを間違えないようにご注意ください。映像信号が入力される方を「INPUT」端子、デイジーチェ

ーン接続として出力する方を「OUTPUT」端子に接続してください。 

RS-232C通信非対応モデルでは、送信器「COS-T100HD-A」と受信器「COS-D100HD-A」の組合せでご使用

ください。 

RS-232C通信対応モデルでは、送信器「COS-TS100HD-A」と受信器「COS-DS100HD-A」の組合せでご使用

ください。 

RS-232C 通信非対応モデル「COS-D100HD-A」と RS-232C 通信対応モデル「COS-DS100HD-A」を混在してご

使用しないでください。 

デイジーチェーン対応モデル「COS-D100HD-A」「COS-DS100HD-A」とデイジーチェーン非対応モデル

「COS-R100HD-A」「COS-RS100HD-A」を混在してご使用しないでください。 

 

RS-232C 通信を特定の受信器と行いたい場合は、ロータリースイッチの ID を各受信器に対して設定すること

により、最大15台まで個別に通信が可能になります。RS-232C通信に関する設定の詳細については「7.7 受信

器との通信について（P.64）」を参照してください。 

 

同軸ケーブル

COS-T100HD-A/COS-TS100HD-A

COS-D100HD-A/COS-DS100HD-A

COS-D100HD-A/COS-DS100HD-A

デイジーチェーン1台目

COS-D100HD-A/COS-DS100HD-A
・
・
・

デイジーチェーン2台目

同軸ケーブル

COS-D100HD-A/COS-DS100HD-A
デイジーチェーンn台目

ブルーレイプレーヤ
DVDプレーヤ

HDMIケーブル

HDMIケーブル

HDMIケーブル

HDMIケーブル

HDMIケーブル

テレビ/モニタ

テレビ/モニタ

テレビ/モニタ

テレビ/モニタ

同軸ケーブル

同軸ケーブル

INPUT

RS-232C

AUDIO

L

R

STATUS

POWER

INPUT

CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

Tx

HDMI

SERIAL MODEL

720p-8bit

720p-10bit

720p-12bit

1080i-8bit

1080i-10bit

0

1

2

3

4

5

6

7

EDID SELECT

No. RESOLUTION

1080i-12bit

1080p-8bit

1080p-10bit

1080p-12bit8

1 COAX Tx for HDMI

COS-TS100HD-A

DC 5V 3A

OUTPUT

SELECT

EDID

DIP SW

FG

RS-232C

AUDIO

L

R

OUTPUT

Rx

STATUS

POWER CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

OUTPUT

HDMI

SERIAL MODEL

1 COAX Dy for HDMI

COS-DS100HD-A

OUTPUT

INPUT

ID

DC 5V 3A

DIP SW

FG

RS-232C

AUDIO

L

R

OUTPUT

Rx

STATUS

POWER CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

OUTPUT

HDMI

SERIAL MODEL

1 COAX Dy for HDMI

COS-DS100HD-A

OUTPUT

INPUT

ID

DC 5V 3A

DIP SW

FG

RS-232C

AUDIO

L

R

OUTPUT

Rx

STATUS

POWER CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

OUTPUT

HDMI

SERIAL MODEL

1 COAX Dy for HDMI

COS-DS100HD-A

OUTPUT

INPUT

ID

DC 5V 3A

DIP SW

FG

RS-232C

AUDIO

L

R

OUTPUT

Rx

STATUS

POWER CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

OUTPUT

HDMI

SERIAL MODEL

1 COAX Dy for HDMI

COS-DS100HD-A

OUTPUT

INPUT

ID

DC 5V 3A

DIP SW

FG

 

 [図 4.8] デイジーチェーン接続 
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デイジーチェーン接続を行った場合の、最大延長距離、最大接続台数については以下のとおりです 

 

＜通信ありの場合＞ 

[表 4.8] 1080p/59.94Hz 入力 デイジーチェーン台数(通信あり) 

1 本の 

ケーブル長(ｍ) 
入力解像度：1080p/59.94 

100 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ×  

80 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

70 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

60 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15  

 デイジーチェーン台数  

 

[表 4.9] 1080i/59.94Hz 入力 デイジーチェーン台数(通信あり) 

1 本の 

ケーブル長(ｍ) 
入力解像度：1080i/59.94 

100 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ×  

80 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

70 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

60 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15  

 デイジーチェーン台数  

 

[表 4.10] 720p/59.94Hz 入力 デイジーチェーン台数(通信あり) 

1 本の 

ケーブル長(ｍ) 
入力解像度：720p/59.94 

100 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ×  

80 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

70 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

60 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15  

 デイジーチェーン台数  
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＜通信無しの場合＞ 

[表 4.11] 1080p/59.94Hz 入力 デイジーチェーン台数(通信なし) 

1 本の 

ケーブル長(ｍ) 
入力解像度：1080p/59.94 

100 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ×  

80 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

70 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

60 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15  

 デイジーチェーン台数  

 

[表 4.12] 1080i/59.94Hz 入力 デイジーチェーン台数(通信なし) 

1 本の 

ケーブル長(ｍ) 
入力解像度：1080i/59.94 

100 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

80 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

70 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

60 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15  

 デイジーチェーン台数  

 

[表 4.13] 720p/59.94Hz 入力 デイジーチェーン台数(通信なし) 

1 本の 

ケーブル長(ｍ) 
入力解像度：720p/59.94 

100 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

80 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

70 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

60 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15  

 デイジーチェーン台数  
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[表 4.14] 480i/59.94Hz 入力 デイジーチェーン台数(通信なし) 

1 本の 

ケーブル長(ｍ) 
入力解像度：480i/59.94 

100 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

80 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

70 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

60 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15  

 デイジーチェーン台数  

 

[表 4.15] 576i/50Hz 入力 デイジーチェーン台数(通信なし) 

1 本の 

ケーブル長(ｍ) 
入力解像度：576/50 

100 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

80 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

70 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

60 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15  

 デイジーチェーン台数  

 

同軸ケーブルは5C-FBで確認しています。 

○：映像・音声、通信データの伝送に問題なし、×：問題ありとなります。 

 

デイジーチェーン接続を行った場合はジッター特性の悪化により、ケーブル延長距離の縮小、デイジーチェー

ン台数の減少があります。また、入力ソース機器の信号特性によっては、延長距離が表記された距離まで延

長できないことがあります。 
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4.2.3 リクロッカ接続について 

本機は送信器と受信器の間にリクロッカ「COS-RCLS」、「COS-RCL」を接続することにより、送信器-受信器間

の最大延長距離を 100m 以上にすることが可能です。リクロッカ 1 台を接続するごとに最大 100m の延長が可能

です。リクロッカを使用する際には RS-232C 通信モデルの場合は「COS-RCLS」を、RS-232C 通信非対応モデ

ルの場合は「COS-RCL」をご使用ください。 

※リクロッカはオプション品となります。 

 

同軸ケーブル
(100m)

COS-T100HD-A/COS-TS100HD-A

COS-D100HD-A/COS-DS100HD-A

ブルーレイプレーヤ
DVDプレーヤ

HDMIケーブル

HDMIケーブル

テレビ/モニタ

同軸ケーブル
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COS-RCL/COS-RCLS

COS-R100HD-A/COS-RS100HD-A

INPUT

RS-232C

AUDIO

L

R

STATUS

POWER
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CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP
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HDMI

SERIAL MODEL

720p-8bit

720p-10bit
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1080i-8bit

1080i-10bit
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3

4
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6

7

EDID SELECT
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DC 5V 3A
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EDID

DIP SW

FG

RS-232C

AUDIO

L
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OUTPUT
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DC 5V 3A
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 [図 4.9] リクロッカ接続 

 

 

4.3 AC アダプタの接続について 

 

添付の AC アダプタは DC プラグ側がロック機構です。 

 

 

ロックをしたままケーブルを引き抜こうとすると、ソケットやケーブルが破損する恐

れがあります。 

ケーブルを抜く際は必ずロックを解除してください。 
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5 基本操作 

 

5.1 電源ＯＮ 

送信器と受信器にそれぞれACアダプタを接続すると電源がONします。 

この時、POWER LEDが点灯していることを確認してください。 

点灯することを確認してください
 

         [図5.1] POWER LED 

 

次に、送信器と受信器を同軸ケーブルで接続してCONNECT LEDが点灯することを確認してください。デ

イジーチェーン接続の場合の受信器は入力端子が接続されているとCONNECT LEDが点灯します。 

点灯することを確認してください
 

         [図5.2] CONNECT LED 

 

5.2 送信器側の状態確認 

映像信号が入力された際に、LOCK LEDが点灯することを確認してください。 

受信器側へ映像、音声が出力されたことを意味します。 

本機が対応している解像度は以下のとおりです。 

通信なしモデル「COS-T100HD-A」：480i、576i、720p、1080i、1080p 

通信ありモデル「COS-TS100HD-A」：720p、1080i、1080p 

※480p、576pはサポートしておりませんのでご注意ください。 

※サポートしてない映像が入力された場合、LOCK LEDは点灯しません。 

点灯することを確認してください
 

         [図5.3] LOCK LED 

 

HDMI入力された時にはHDMI LEDが点灯、DVI入力がされた場合にはHDMI LEDは消灯します。 

HDMI入力の際には点灯、DVI入力の際には消灯します。
 

         [図5.4] HDMI LED 



COS-100HD-A/COS-S100HD-A 取扱説明書 

 31 

 

音声に関してはリニアPCMが入力された際にはAUDIO LEDが点灯し、圧縮音声が入力されたり、映像信号

がDVIモードで入力された際にはAUDIO LEDが消灯します。本機はリニアPCMのみサポートしておりますの

で、圧縮音声が入力された場合は音声出力されませんのでご注意ください。 

アナログ音声入力を選択した際にもAUDIO LEDが点灯します。ディップスイッチでデジタル音声入力か

アナログ音声入力かの選択が可能です。音声入力の切換についての詳細は、6.1.2 入力音声設定(P.34)

を参照してください。 

また、LOCK LEDと同様、本機がサポートしていない解像度が入力された場合も点灯しません。 

リニアPCMが入力された場合は点灯、圧縮音声、もしくは
未サポートの解像度が入力された時は消灯します。  

         [図5.5] AUDIO LED 

 

HDCPが付加された映像信号が入力された場合には、HDCP LEDが点灯します。 

HDCPが付加されない映像信号が入力された場合にはHDCP LEDは消灯します。 

本LEDが点灯している状態でHDCP非対応のモニタを接続すると、映像が出力されませんのでご注意くだ

さい。 

HDCPが付加された映像信号が入力された場合は点灯、
付加されていない場合は消灯します。  

           [図5.6] HDCP LED 
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5.3 受信器側の状態確認 

映像信号が入力された際に、LOCK LEDが点灯することを確認してください。 

送信器側から映像、音声が入力されたことを意味します。 

点灯することを確認してください
 

           [図5.7] LOCK LED 

 

本機と接続された表示機器がHDMIに対応している場合は、HDMI LEDが点灯、対応していない場合(DVI

モニタ等)にはHDMI LEDは消灯します。 

HDMI入力の際には点灯、DVI入力の際には消灯します。
 

           [図5.8] HDMI LED 

 

音声に関してはリニアPCM、アナログ音声が入力された際にはAUDIO LEDが点灯し、圧縮音声が入力され

たり、映像信号がDVIで入力された際にはAUDIO LEDが消灯します。本機はリニアPCMのみサポートしてお

りますので、圧縮音声が入力された場合は音声出力されませんのでご注意ください。 

また、LOCK LEDと同様、本機がサポートしていない解像度が入力された場合も点灯しません。 

リニアPCMが入力された場合は点灯、圧縮音声、もしくは
未サポートの解像度が入力された時は消灯します。  

           [図5.9] AUDIO LED 

 

HDCPが付加された映像信号が入力された場合、表示機器との認証が終わるとHDCP LEDが点灯します。

HDCPが付加されない映像信号が入力されたり、表示機器との認証中にはHDCP LEDは消灯します。 

HDCPが付加された映像信号が入力された状態(送信器側のHDCP LEDが点灯している状態)でHDCP非対応

のモニタに接続すると、映像出力されませんのでご注意ください。 

HDCPが付加された映像信号が入力された場合は点灯、
付加されていない場合は消灯します。  

          [図5.10] HDCP LED 
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6 各種設定 

本機はディップスイッチによる、各種設定が可能です。 

 

6.1 送信器側 設定 

 

6.1.1 音声マルチチャンネル EDID 設定 

本機のデジタル音声入力はリニア PCM のマルチチャンネルに対応しており、ソース機器側が本機の EDID か

ら判断して、マルチチャンネルで入力された場合、表示機器等がマルチチャンネルに対応していないと、一部の

音声が出力されないことがあります。（例えばソース機器から 7.1ch で入力され、表示機器が 2ch にしか対応し

ていない場合、ソース機器が残りの 5.1ch のどれかに音声を出力した場合、表示機器は 2ch 分の音声しか出力

することができません）そのような時に本機のディップスイッチを変更することによって、現在選択中のEDIDを変

更して、マルチチャンネル対応/非対応の選択が可能です。 

 

   ・マルチチャンネル非対応 ( OFF  ※初期値 ) 

   ・マルチチャンネル対応  ( ON            ) 

 

 

DIPSW1 を ON ：現在選択されている内蔵 EDID がマルチチャンネル対応となります。 

〃   OFF ：現在選択されている内蔵 EDID がマルチチャンネル非対応となります。 

 

※本ディップスイッチにより変更される EDID の詳細については、6.3.1 入力解像度（P.47）を参照してください。 

 

ONで音声マルチチャンネル対応、OFFでマルチチャンネル非対応となります。  

  [図 6.1] 音声マルチチャンネル EDID 設定 
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6.1.2 入力音声設定 

本機はアナログ音声とデジタル音声の入力が可能であり、そのどちらを受信器に伝送するかを設定します。ア

ナログ音声を伝送する場合は音声入力コネクタに接続してください。デジタル音声を伝送する場合は HDMI 音声

を伝送します。 

   

   ・デジタル音声入力 ( OFF  ※初期値 ) 

   ・アナログ音声入力 ( ON            ) 

 

DIPSW2 を ON ：アナログ音声が入力されます。 

〃   OFF ：デジタル音声が入力されます。 

 

ONでアナログ音声入力、OFFでデジタル音声入力となります。  
[図 6.2] 入力音声ディップスイッチ設定 
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6.1.3 RS-232C 通信モード設定 

本機に対して通信コマンドによる設定/取得を行うか、受信器と RS-232C 通信を行うかを設定します。 

RS-232C 設定モードで通信コマンドによる設定/取得を行うには、パソコン等の制御装置と RS-232C ケーブル

で接続し、ターミナルソフトで制御する必要があります。その際、本機の通信設定が以下のよう（固定）になりま

すので、ターミナルソフトの設定も合わせて設定を変更してください。詳細については 7 RS-232C 通信制御

(P.49)を参照してください。 

 

通信速度 ：9600bps 

データ長 ：8bit 

パリティ  ：なし 

ストップビット：1bit 

 

※ RS-232C 通信対応モデルは「COS-TS100HD-A」です。 

   

   ・RS-232C 通信モード ( OFF  ※初期値 ) 

   ・RS-232C 設定モード ( ON            ) 

 

DIPSW3 を ON ：RS-232C 設定モードとなり、本機に対して通信コマンドによる設定/取得が可能と  

         なります。 

〃   OFF ：RS-232C 通信モードとなり、受信器との通信が可能となります。 

 

ONで設定モード、OFFで通信モードとなります。  

[図 6.3] RS-232C 通信モードディップスイッチ設定 
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6.1.4 HDCP 入力 許可/禁止 

一部のソース機器は、接続されるシンク機器がHDCPに対応しているかどうかを判断してHDCP出力のON/OFF

を決定するものがあります。本機はHDCPに対応しているため、HDCPに対応していないシンク機器と組み合わ

せた場合、シンク機器に映像を表示できない場合があります。 

本ディップスイッチではソース機器に対して HDCP 出力を許可するかどうかを設定します。通常は｢ON」に設

定しますが、HDCP に対応していないシンク機器を接続する場合は「OFF」に設定すれば、ソース機器からの

HDCP 出力を禁止することが可能です。 

HDCP対応
パソコン

HDCP非対応表示機器

HDCP出力ON

× : 映像表示不可

HDCP非対応/対応表示機器

△ : 著作権保護されて
いない映像のみ表示可

HDCP出力OFF

同軸ケーブル

HDCP対応表示機器

○ : 映像表示可

COS-T100HD-A
COS-TS100HD-A

送信器
HDCP設定「ON」

COS-R100HD-A
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COS-DS100HD-A

受信器

最大100m
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INPUT

RS-232C

AUDIO

L

R
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POWER
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CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP
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720p-8bit
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1080i-8bit

1080i-10bit

0

1

2

3

4

5

6

7

EDID SELECT

No. RESOLUTION
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DC 5V 3A
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DIP SW

FG
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L

R

OUTPUT
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POWER CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

OUTPUT

HDMI

SERIAL MODEL

1 COAX Dy for HDMI
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DC 5V 3A
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COS-T100HD-A
COS-TS100HD-A
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COS-RS100HD-A
COS-D100HD-A
COS-DS100HD-A

受信器
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RS-232C

AUDIO

L

R

STATUS

POWER
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CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

Tx
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SERIAL MODEL

720p-8bit
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720p-12bit

1080i-8bit
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0
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 [図 6.4]パソコンと HDCP 対応/非対応表示機器との関係 

 

(注 1) ブルーレイディスクプレーヤーなどを接続しているときに「OFF」に設定すると全く映像を出力しなくな

る場合があります。これはブルーレイディスクプレーヤーが HDCP に対応していない機器との接続を

許可していないためで、この場合は「ON」に設定し HDCP に対応したシンク機器を接続してください。 

また「OFF」に設定し映像を出力できる場合でも、著作権保護されたコンテンツ(映画や音楽ビデオ

など)を再生することはできません。 

 

   ・HDCP 入力を許可する ( OFF  ※初期値 ) 

   ・HDCP 入力を禁止する ( ON            ) 

 

DIPSW4 を ON ：HDCP 入力を禁止します。 

〃   OFF ：HDCP 入力を許可します 

 

ONでHDCP入力禁止、OFFでHDCP入力許可となります。  

[図 6.5] HDCP 入力許可/禁止ディップスイッチ設定 
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6.1.5 デジタル信号の無入力監視 

本機に接続されたHDMI機器またはDVI機器(以降はソース機器と表現します)の電源が入っているときに、

EDIDの設定を変更したり本機の電源をOFF/ONすると、ごく一部のソース機器は信号を出力しなくなる場合があ

ります。この場合、本機はソース機器に対して信号を出力するように指示を出すことができ、本メニューではソー

ス機器が信号を出力しなくなってから本機が信号を出力するように指示を出す/出さないを設定します。 

本機の無入力監視時間は15秒間固定となります。 

 

  ・無入力監視時間 ( OFF, 15000ms(15 秒) ※初期値 15 秒 ) 

パソコン1の
映像信号

EDIDの変更

時間

無入力
監視時間

ON

OFF

パソコン2の
映像信号

ON

OFF

パソコン2に映像
信号の出力を指示

[ パソコン2が映像信号を出力しなくなった場合 ]
 

  [図 6.6] 無入力の監視 

 

(注 1) 本機がパソコンに対して映像信号を出力するように指示を出すと、パソコンは映像信号の出力をリ

セットします。設定時間が短いと、パソコンが映像信号の出力をリセットする動作を繰り返してしまい、

映像が出力されなくなる場合があります。 

パソコン
映像信号

EDIDの変更

時間

無入力
監視時間

ON

OFF

パソコンに映像信号の出力を指示

無入力
監視時間

無入力
監視時間

パソコンは、このタイミングで映像信号を
出力しようとしていたかもしれない。

 

  [図 6.7] リセットの繰り返し 

 

(注 2) パソコンの「モニタの省電力機能」と無入力の監視機能を同時に使用すると、モニタの省電力機能

が働いた後、本メニューで設定した時間を経過すると、再度パソコンが映像を出力する場合がありま

す。パソコンの「モニタの省電力機能」を使用する場合は、無入力の監視機能を OFF に設定してくだ

さい。 

 

(注 3) パソコンを「デュアルモニタ」で使用しているときに本機能が働くと、パソコンはモニタが接続されてい

ないと判断して、自動的に「デュアルモニタ」を解除する場合があります。この場合は、無入力の監視

機能を OFF に設定してください。 
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DIPSW5 を ON ：無入力監視時間を OFF に設定します。 

〃   OFF ：無入力監視時間を 15 秒に設定します。 

 

ONで無入力監視15秒、OFFで無入力監視OFFとなります。  

[図 6.8] 無入力監視ディップスイッチ設定 
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6.1.6 RS-232C 通信 送信モード設定 

受信器と RS-232C データ通信を行う場合、指定した受信器のみ伝送するか、無条件で全てのデータを受信器

に伝送するかを設定します。個別送信モードに設定した場合は受信器との通信を行う前にどの受信器と通信を

行うかの設定をする必要があります。設定方法の詳細については 7.7 受信器との通信について（P.64）を参照

してください。 

 

※ RS-232C 通信対応モデルは「COS-TS100HD-A」です。 

   

   ・RS-232C 一括送信モード ( OFF  ※初期値 ) 

   ・RS-232C 個別送信モード ( ON            ) 

 

DIPSW6 を ON ：RS-232C 通信個別送信モードに設定します。 

〃   OFF ：RS-232C 通信一括送信モードに設定します。 

 

ONで個別送信モード、OFFで一括送信モードとなります。  

[図 6.9] RS-232C 通信ヘッダ解析モードディップスイッチ設定 

 

※一括送信モードに変更すると、個別送信モード時に設定されていた ID 情報はクリアされます。(全て

の受信器との通信が可能になります。)そのため、再度個別送信モードに変更した場合には、再度通信先

ID の設定を行ってください。 

 

※受信器を「COS-RS100HD-A」と接続する場合は、必ず OFF でご使用ください。 
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6.1.7 伝送モード設定 

ソース機器によっては、本機に入力される映像信号のタイミングが規格と異なるなどの理由から、映像が映ら

なかったり、色が正常に表示されなかったりすることがあります。その場合、本ディップスイッチ、または受信機

側のディップスイッチ（6.2.7 伝送モード設定(P.46)）を切り換えることによって、問題が改善される場合がありま

す。 

 

   ・標準モード ( OFF  ※初期値 ) 

   ・補正モード ( ON            ) 

 

DIPSW7 を ON ：補正モードで伝送します。 

〃   OFF ：標準モードで伝送します。 

 

ONで非補正モード、OFFで補正モードとなります。  
[図 6.10] 伝送モードディップスイッチ設定 

 

※通常は本ディップスイッチを変更する必要はありません。 

 



COS-100HD-A/COS-S100HD-A 取扱説明書 

 41 

 

6.2 受信器側 設定 

 

6.2.1 RS-232C 通信モード設定 

本機に対して通信コマンドによる設定/取得を行うか、送信器と RS-232C 通信を行うかを設定します。 

RS-232C 設定モードで通信コマンドによる設定/取得を行うには、パソコン等の制御装置と RS-232C ケーブル

で接続し、ターミナルソフトで制御する必要があります。その際、本機の通信設定が以下のよう（固定）になりま

すので、ターミナルソフトの設定も合わせて設定を変更してください。詳細については 7 RS-232C 通信制御

(P.49)を参照してください。 

 

通信速度 ：9600bps 

データ長 ：8bit 

パリティ  ：なし 

ストップビット：1bit 

 

※ RS-232C 通信対応モデルは「COS-DS100HD-A」「COS-RS100HD-A」です。 

   

   ・RS-232C 通信モード ( OFF  ※初期値 ) 

   ・RS-232C 設定モード ( ON            ) 

 

DIPSW1 を ON ：RS-232C 設定モードとなり、本機に対して通信コマンドによる設定/取得が可能と  

         なります。 

〃   OFF ：RS-232C 通信モードとなり、送信器との通信が可能となります。 

 

ONで設定モード、OFFで通信モードとなります。  

[図 6.11] RS-232C 通信モードディップスイッチ設定 

 

※ デイジーチェーン接続対応モデルで複数の受信器を接続している場合、送信器との通信を行う場合は送

信器側で通信先 ID の設定をする必要があります。その際にはまず、それぞれの受信器に対して、重複し

ないようにロータリースイッチで ID を設定する必要があります。詳細については、7.7  受信器との通信に

ついて（P.64）を参照してください。また、双方向で通信を行いたい場合には、ディップスイッチ 4 を双方向通

信に設定する必要があります。詳細については、6.2.4 RS-232C 通信方向設定（P.43）を参照してください。 
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6.2.2 アナログ音声出力ミュート 

アナログ音声出力のミュートを設定します。 

 

   ・アナログ音声出力ミュート OFF ( OFF       ※初期値 ) 

   ・アナログ音声出力ミュート ON ( ON (MUTE)          ) 

 

DIPSW2 を ON ：アナログ音声がミュート状態になります。 

〃   OFF ：アナログ音声のミュートが解除されます。 

 

ONでミュート、OFFでミュート解除となります。  

 [図 6.12] アナログ音声出力ミュートディップスイッチ設定 

 

 

 

6.2.3 デジタル音声出力ミュート 

デジタル音声出力のミュートを設定します。 

 

   ・デジタル音声出力ミュート OFF ( OFF       ※初期値 ) 

   ・デジタル音声出力ミュート ON ( ON (MUTE)          ) 

 

DIPSW3 を ON ：デジタル音声がミュート状態になります。 

〃   OFF ：デジタル音声のミュートが解除されます。 

 

ONでミュート、OFFでミュート解除となります。  

[図 6.13] デジタル音声出力ミュートディップスイッチ設定 
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6.2.4 RS-232C 通信方向設定 

送信器からの片方向通信のみとするか、双方向通信を行うかを設定します。 

※ RS-232C 双方向/片方向通信切り換え対応モデルは「COS-DS100HD-A」です。 

   

   ・RS-232C 通信 双方向通信 ( OFF  ※初期値 ) 

   ・RS-232C 設定 片方向通信 ( ON            ) 

 

DIPSW4 を ON ：片方向通信となり、通信データは送信器から受信するのみとなります。 

〃   OFF ：双方向通信となり、送信器に対してデータの送信が可能です。 

 

ONで片方向通信、OFFで双方向通信となります。  
[図 6.14] RS-232C 通信方向ディップスイッチ設定 

 

※ デイジーチェーン接続対応モデル（COS-DS100HD-A）で複数の受信器を接続している場合、それぞれの

ディップスイッチを双方向通信に設定しても、双方向通信が可能なのは、送信器に一番近い位置で接続さ

れている受信器1台のみとなります。また送信器側からの通信先IDの設定も必要です。詳細については、

7.7  受信器との通信について（P.64）を参照してください。 

 

※ 「COS-RS100HD-A」をご使用になる場合、本スイッチは無効となります。（常に双方向通信となります。） 
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6.2.5 Ｄｅｅｐ Ｃｏｌｏｒ出力 

Deep Color出力を許可するかどうかを設定します。 

禁止した場合は、Deep Colorの30bit/pixel(10bit/component)、もしくは36bit/pixel(12bit/component)

で入力された場合でも24bit/pixel(8bit/component)で出力します。 

許可した場合は、入力されたDeep Colorで出力します。しかし、30bit、36bitは24bitに比べ伝送クロックが高

速になるため、品質の悪いケーブルや長いケーブルを接続した場合に、映像にノイズが入ることがあります。この

場合は、ディップスイッチをOFFにして24bit出力に設定することにより症状が改善される場合があります。 

 

   ・Deep Color 出力許可 ( OFF  ※初期値 ) 

   ・Deep Color 出力禁止 ( ON            ) 

 

※ Deep Color とは、HDMI の映像信号処理において転送可能な色数を増やした規格です。Deep Color 対応機

器を接続することで、より高精細な色再現が可能になります。本機は 30bit、36bit Deep Color に対応して

います。 

 

DIPSW5 を ON ：Deep Color 出力が禁止されます。 

〃   OFF ：Deep Color 出力が許可されます。 

 

ONでDeepColor出力ON、OFFでDeepColor出力OFFとなります。  
[図 6.15] Deep Color 出力ディップスイッチ設定 
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6.2.6 ホットプラグ オフ マスク設定 

HDMI 機器は接続の検知にホットプラグ信号を検知して接続先の変更を認識しています。 

映像信号の無入力監視機能（本機の 6.1.5 デジタル信号の無入力監視（P.37）と同様の機能）を有するモニ

タと接続時に、モニタ側が映像信号の出力指示（ホットプラグの ON/OFF）を短い周期で繰り返された場合に本機側で

接続動作を繰り返すことになり、映像出力までに時間がかかることがあります。 

この時間を回避するため、本ディップスイッチでは、ホットプラグオフのマスク設定を ON にすることにより、ホ

ットプラグオフ(ケーブルが抜かれた状態)の処理を遅らせて映像を出力し続けることで、モニタとの接続をスム

ーズに行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[図 6.16] ホットプラグ オフ マスク設定 

 

   ・ホットプラグ オフ マスク設定 OFF ( OFF  ※初期値 ) 

   ・ホットプラグ オフ マスク設定 ON ( 15 秒          ) 

  

DIPSW6 を ON ：ホットプラグ オフ処理が 15 秒後に行われます。 

〃   OFF ：ホットプラグ オフ処理がすぐに行われます。 

 

ONで15秒後にホットプラグOFF処理、OFFですぐに
ホットプラグOFF処理となります。  

[図 6.17] ホットプラグ オフ マスク ディップスイッチ設定 

モニタが映像の
出力信号を指示

（ON）

映像出力準備

マスク時間

映像出力中断

映像出力準備後、映像を出力

モニタが映像の
出力信号を指示

（ON）

映像出力処理 映像出力開始
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6.2.7 伝送モード設定 

ソース機器によっては、本機に入力される映像信号のタイミングが規格と異なるなどの理由から、映像が映ら

なかったり、色が正常に表示されなかったりすることがあります。その場合、本ディップスイッチ、または送信器

のディップスイッチ（6.1.7 伝送モード設定(P.40)）を切り換えることによって、問題が改善される場合があります。 

 

   ・標準モード ( OFF  ※初期値 ) 

   ・補正モード ( ON            ) 

 

DIPSW8 を ON ：補正モードで伝送します。 

〃   OFF ：標準モードで伝送します。 

 

ONで非補正モード、OFFで補正モードとなります  
[図 6.18] 伝送モードディップスイッチ設定 

 

※通常は本ディップスイッチを変更する必要はありません。 
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6.3 ＥＤＩＤ 

通常、パソコンやブルーレイディスクレコーダなど(以降はソース機器と表現します)と表示機器を直接接続し

て電源を入れるとソース機器は表示機器が入力することのできる信号周波数の範囲などの情報を問い合わせ

てそのデータを取得します。(パソコンでは、この一連の動きをプラグアンドプレイといいます)本機は送信器の

ロータリースイッチを変更することにより、ソース機器からの問合わせに対し、本機が送信するデータを設

定します。設定するデータは、本機にあらかじめ登録された内蔵データになります。 

 

 (注1) ソース機器の中には、動作中にEDIDの設定を変更すると正常に本機を認識しなくなる場合があります

ので、EDIDの設定は極力ソース機器の電源を切った状態で行なってください。 

 

6.3.1 入力解像度 

ソース機器から出力する解像度を設定します。送信器のロータリースイッチを変更することで本機に内蔵され

ているEDIDの変更が可能です。ロータリースイッチを変更後、1秒間同じ値を維持することでEDIDが変更されま

す。 

ロータリースイッチ変更後、1秒間保持することで
内蔵EDIDが変更されます

 
[図6.19] ロータリースイッチ設定 

 

変更中はLOCK LEDが点滅します。 

ロータリースイッチ変更後、点滅することを確認してください
 

[図6.20] EDID変更中 LOCK LED点滅 

 

変更後、ホットプラグがリセットされ、入力ソース機器が変更後のEDIDを認識できるようになります。 
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ロータリースイッチに割り当てられているEDIDは以下のとおりです。ハイビジョン液晶テレビやハイビジョンプラ

ズマテレビ等に用いられるCEA-861E規格のハイビジョン信号と同等タイミングのEDIDを設定します。 

 

[表 6.1] EDID 設定値 

設定番号 設定値（解像度） 備考 

0 720p Deep Color 8bit  

1 720p Deep Color 10bit  

2 720p Deep Color 12bit  

3 1080i Deep Color 8bit  

4 1080i Deep Color 10bit  

5 1080i Deep Color 12bit  

6 1080p Deep Color 8bit  

7 1080p Deep Color 10bit  

8 1080p Deep Color 12bit  

9 480i Deep Color 8bit 「COS-TS100HD-A」では無効 

A 480i Deep Color 10bit 「COS-TS100HD-A」では無効 

B 480i Deep Color 12bit 「COS-TS100HD-A」では無効 

C 576i Deep Color 8bit 「COS-TS100HD-A」では無効 

D 576i Deep Color 10bit 「COS-TS100HD-A」では無効 

E 576i Deep Color 12bit 「COS-TS100HD-A」では無効 

F EDID 割り当てなし 全機種で無効 

 

EDIDは使用可能な最大解像度で設定しますが、それ以下の解像度にも対応しています。 

接続する表示機器から出力する解像度に対応したものを選択してください。 

 

[表6.2] 対応解像度 

対応解像度 

入力 

解像度設定 

480i 576i 720p 1080i 1080p 

480i ○ × × × × 

576i ○ ○ × × × 

720p ○ ○ ○ × × 

1080i ○ ○ ○ ○ × 

1080p ○ ○ ○ ○ ○ 

         ○ : 対応可 × : 対応不可 

 

音声の設定についてはリニア PCM のマルチチャンネル（8 チャンネル）と 2 チャンネルに対応しております。 

スピーカ数に関しては、下記のとおりとなります 

マルチチャンネル時 ：「FL/FR」「LFE」「FC」「RL/RR」「RLC/RRC」 

2 チャンネル時  ：「FL/FR」 

 

音声チャンネル数の切換えについては送信器側のディップスイッチ 1 にて変更可能です。詳細については、

6.1.1 音声マルチチャンネル EDID 設定(P.33)を参照してください。  
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7 RS-232C 通信制御  

本項目は RS-232C 通信に対応した「COS-TS100HD-A」・「COS-RS100HD-A」、「COS-DS100HD-A」のみ設

定が可能な項目です。「COS-T100HD-A」・「COS-R100HD-A」・「COS-D100HD-A」ではサポートしていません。 

 

7.1 シリアル通信仕様 

COS-TS100HD-ARS-232Cケーブル

コマンド

パソコン等

COS-RS100HD-A

COS-DS100HD-A

 RS-232C
INPUT

RS-232C

AUDIO

L

R

STATUS

POWER

INPUT

CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

Tx

HDMI

SERIAL MODEL

720p-8bit

720p-10bit

720p-12bit

1080i-8bit

1080i-10bit

0

1

2

3

4

5

6

7

EDID SELECT

No. RESOLUTION

1080i-12bit

1080p-8bit

1080p-10bit

1080p-12bit8

1 COAX Tx for HDMI

COS-TS100HD-A

DC 5V 3A

OUTPUT

SELECT

EDID

DIP SW

FG

RS-232C

AUDIO

L

R

OUTPUT

Rx

STATUS

POWER CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

OUTPUT

HDMI

SERIAL MODEL

COS-RS100HD-A

1 COAX Rx for HDMI

INPUT

DC 5V 3A

DIP SW

FG

RS-232C

AUDIO

L

R

OUTPUT

Rx

STATUS

POWER CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

OUTPUT

HDMI

SERIAL MODEL

1 COAX Dy for HDMI

COS-DS100HD-A

OUTPUT

INPUT

ID

DC 5V 3A

DIP SW

FG

 
[図 7.1] 制御機器との接続（設定モード時） 

 

RS-232Cケーブル

通信データ

パソコン等

RS-232C

 

 

通信データ

パソコン等

同軸ケーブル 通信データ

RS-232Cケーブル

COS-TS100HD-A

COS-RS100HD-A

COS-DS100HD-A

INPUT

RS-232C

AUDIO

L

R

STATUS

POWER

INPUT

CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

Tx

HDMI

SERIAL MODEL

720p-8bit

720p-10bit

720p-12bit

1080i-8bit

1080i-10bit

0

1

2

3

4

5

6

7

EDID SELECT

No. RESOLUTION

1080i-12bit

1080p-8bit

1080p-10bit

1080p-12bit8

1 COAX Tx for HDMI

COS-TS100HD-A

DC 5V 3A

OUTPUT

SELECT

EDID

DIP SW

FG

RS-232C

AUDIO

L

R

OUTPUT

Rx

STATUS

POWER CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

OUTPUT

HDMI

SERIAL MODEL

COS-RS100HD-A

1 COAX Rx for HDMI

INPUT

DC 5V 3A

DIP SW

FG

RS-232C

AUDIO

L

R

OUTPUT

Rx

STATUS

POWER CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

OUTPUT

HDMI

SERIAL MODEL

1 COAX Dy for HDMI

COS-DS100HD-A

OUTPUT

INPUT

ID

DC 5V 3A

DIP SW

FG

 
[図 7.2] 制御機器との接続（通信モード時） 

 

本機はディップスイッチの設定を設定モードにすることにより、シリアル通信による外部制御が可能です。パソ

コン等の制御装置と本機を RS-232C ケーブルで接続し、ターミナルソフト上からコマンドにより本機の制御や状

態の取得を行ってください。コマンドの文字表記はＡＳＣＩＩ コード表(P.57)に従います。ターミナルソフトの使用

方法については 7.2 ターミナルソフトについて(P.53)を参照してください。 

また、ディップスイッチの設定を通信モードにすることにより、送信器-受信器間のデータ通信が可能となります。

ディップスイッチ設定の詳細につきましては、送信器側は 6.1.3 RS-232C 通信モード設定(P.35)、受信器側は

6.2.1 RS-232C 通信モード設定(P.41)を参照してください。 
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[表 7.1] シリアル通信仕様 

準拠規格 RS-232C 

通信速度 4800, 9600, 19200, 38400[bps] 

データビット長 8, 7[bit] 

パリティチェック なし, 偶数, 奇数 

ストップビット 1, 2[bit] 

Ｘパラメーター 無効 

フロー制御 なし 

デリミタ CR LF ( 復帰+改行, 16 進表記の 0D と 0A ) 

通信方式 全二重 

 

本機の RS-232C コネクタのピン配列は下記のとおりとなります。 

D-sub9ピン オス

1 5

RS-232C コネクタ

6 9

　RD
　TD

　NC

　NC

　NC

　NC

　GND

　RTS
　CTS

ピン番号

1

3
2

4

6
5

7

9
8

信号名

（受信データ）
（送信データ）

（グランド）

（送信要求）
（受信要求）

COS-100HD側

(COS-100HD)

（未使用）

（未使用）

（未使用）

（未使用）
 

[図 7.3] RS-232C コネクタ仕様 

 

本機と接続する RS-232C ケーブルについては、送信器側、受信器側で、それぞれ接続する機器の仕様に応じ

て、ストレートケーブルかクロスケーブルを接続してください。正しく接続しないと通信を行うことができません。 

接続する機器により使用するケーブルの組合せは、以下の例より選定してください。 

 

例 1：パソコンとプロジェクタを直接接続する時にクロスケーブルを使用する場合 

送信器、受信器共にクロスケーブル接続となります。 

クロスケーブル

パソコン

同軸ケーブル

クロスケーブル

　  RD
　  TD

　  NC

　  NC

　  NC

　  NC

　  GND

　  RTS
　  CTS

信号名

ピン配列
(クロスケーブル結線)

パソコン

プロジェクター

＜COS-S100HD-Aを接続しない場合＞

クロスケーブル

＜COS-S100HD-Aを接続する場合＞

　  RD
　  TD

　  NC

　  NC

　  NC

　  NC

　  GND

　  RTS
　  CTS

信号名

ピン配列
(クロスケーブル結線)

　  RD
　  TD

　  NC

　  NC

　  NC

　  NC

　  GND

　  RTS
　  CTS

信号名

ピン配列
(クロスケーブル結線)

　  RD
　  TD

　  NC

　  NC

　  NC

　  NC

　  GND

　  RTS
　  CTS

信号名

ピン配列
(クロスケーブル結線)

プロジェクターCOS-TS100HD-A COS-RS100HD-A

INPUT

RS-232C

AUDIO

L

R

STATUS

POWER

INPUT

CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

Tx

HDMI

SERIAL MODEL

720p-8bit

720p-10bit

720p-12bit

1080i-8bit

1080i-10bit

0

1

2

3

4

5

6

7

EDID SELECT

No. RESOLUTION

1080i-12bit

1080p-8bit

1080p-10bit

1080p-12bit8

1 COAX Tx for HDMI

COS-TS100HD-A

DC 5V 3A

OUTPUT

SELECT

EDID

DIP SW

FG

RS-232C

AUDIO

L

R

OUTPUT

Rx

STATUS

POWER CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

OUTPUT

HDMI

SERIAL MODEL

COS-RS100HD-A

1 COAX Rx for HDMI

INPUT

DC 5V 3A

DIP SW

FG

 
[図 7.4] RS-232C ケーブル仕様 1 
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例 2：パソコンとプロジェクタを直接接続する時にストレートケーブルを使用する場合 

送信器とはクロスケーブル接続、受信器とはストレートケーブル接続となります。 

クロスケーブル

パソコン

同軸ケーブル

ストレートケーブル

　  RD
　  TD

　  NC

　  NC

　  NC

　  NC

　  GND

　  RTS
　  CTS

信号名

ピン配列
(クロスケーブル結線)

パソコン

プロジェクター

＜COS-S100HD-Aを接続しない場合＞

ストレートケーブル

＜COS-S100HD-Aを接続する場合＞

　  RD
　  TD

　  NC

　  NC

　  NC

　  NC

　  GND

　  RTS
　  CTS

信号名

ピン配列
(クロスケーブル結線)

　  RD
　  TD

　  NC

　  NC

　  NC

　  NC

　  GND

　  RTS
　  CTS

信号名

ピン配列
(クロスケーブル結線)

　  TD
　  RD

　  NC

　  NC

　  NC

　  NC

　  GND

　  CTS
　  RTS

信号名

ピン配列
(ストレートケーブル結線)

プロジェクターCOS-TS100HD-A COS-RS100HD-A

INPUT

RS-232C

AUDIO

L

R

STATUS

POWER

INPUT

CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

Tx

HDMI

SERIAL MODEL

720p-8bit

720p-10bit

720p-12bit

1080i-8bit

1080i-10bit

0

1

2

3

4

5

6

7

EDID SELECT

No. RESOLUTION

1080i-12bit

1080p-8bit

1080p-10bit

1080p-12bit8

1 COAX Tx for HDMI

COS-TS100HD-A

DC 5V 3A

OUTPUT

SELECT

EDID

DIP SW

FG

RS-232C

AUDIO

L

R

OUTPUT

Rx

STATUS

POWER CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

OUTPUT

HDMI

SERIAL MODEL

COS-RS100HD-A

1 COAX Rx for HDMI

INPUT

DC 5V 3A

DIP SW

FG

  
 

[図 7.5] RS-232C ケーブル仕様 2 

 

パソコン以外のコントローラ等を使用する場合、以下のケーブルの組合せもあります。 

 

例 3：コントローラ等とプロジェクタを直接接続する時にストレートケーブルを使用する場合 

コントローラ等のピン配列がストレートケーブル結線、プロジェクタのピン配列がクロスケーブル結線となっている場

合、送信器とはストレートケーブル接続、受信器とはクロスケーブル接続となります。 

ストレートケーブル

同軸ケーブル

クロスケーブル

　  TD
　  RD

　  NC

　  NC

　  NC

　  NC

　  GND

　  CTS
　  RTS

信号名

ピン配列
(ストレートケーブル結線)

コントローラ等

プロジェクター

＜COS-S100HD-Aを接続しない場合＞

ストレートケーブル

＜COS-S100HD-Aを接続する場合＞

　  RD
　  TD

　  NC

　  NC

　  NC

　  NC

　  GND

　  RTS
　  CTS

信号名

ピン配列
(クロスケーブル結線)

　  RD
　  TD

　  NC

　  NC

　  NC

　  NC

　  GND

　  RTS
　  CTS

信号名

ピン配列
(クロスケーブル結線)

　  RD
　  TD

　  NC

　  NC

　  NC

　  NC

　  GND

　  RTS
　  CTS

信号名

ピン配列
(クロスケーブル結線)

プロジェクターコントローラ等 COS-TS100HD-A COS-RS100HD-A

INPUT

RS-232C

AUDIO

L

R

STATUS

POWER

INPUT

CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

Tx

HDMI

SERIAL MODEL

720p-8bit

720p-10bit

720p-12bit

1080i-8bit

1080i-10bit

0

1

2

3

4

5

6

7

EDID SELECT

No. RESOLUTION

1080i-12bit

1080p-8bit

1080p-10bit

1080p-12bit8

1 COAX Tx for HDMI

COS-TS100HD-A

DC 5V 3A

OUTPUT

SELECT

EDID

DIP SW

FG

RS-232C

AUDIO

L

R

OUTPUT

Rx

STATUS

POWER CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

OUTPUT

HDMI

SERIAL MODEL

COS-RS100HD-A

1 COAX Rx for HDMI

INPUT

DC 5V 3A

DIP SW

FG

  
 

[図 7.6] RS-232C ケーブル仕様 3 
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例 4：コントローラ等とプロジェクタを直接接続する時にクロスケーブルを使用する場合 

コントローラ等とプロジェクタのピン配列が共にストレートケーブル結線となっている場合、送信器、受信器共にストレ

ートケーブル接続となります。 

ストレートケーブル

同軸ケーブル

ストレートケーブル

　  TD
　  RD

　  NC

　  NC

　  NC

　  NC

　  GND

　  CTS
　  RTS

信号名

ピン配列
(ストレートケーブル結線)

コントローラ等

プロジェクター

＜COS-S100HD-Aを接続しない場合＞

クロスケーブル

＜COS-S100HD-Aを接続する場合＞

　  RD
　  TD

　  NC

　  NC

　  NC

　  NC

　  GND

　  RTS
　  CTS

信号名

ピン配列
(クロスケーブル結線)

　  RD
　  TD

　  NC

　  NC

　  NC

　  NC

　  GND

　  RTS
　  CTS

信号名

ピン配列
(クロスケーブル結線)

　  TD
　  RD

　  NC

　  NC

　  NC

　  NC

　  GND

　  CTS
　  RTS

信号名

ピン配列
(ストレートケーブル結線)

プロジェクターコントローラ等 COS-TS100HD-A COS-RS100HD-A
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[図 7.7] RS-232C ケーブル仕様 4 
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7.2 ターミナルソフトについて 

本機を設定モードにした際に、コマンドにより本機の制御や状態の取得を行う際にはターミナルソフトを起動して行う

必要があります。ここでは Windows に付属している[ハイパーターミナル]の使用方法について説明します。 

 

7.2.1 ハイパーターミナル使用方法 

① ハイパーターミナルを起動してください。 

 Windows の[スタート]メニューより、[プログラム]→[アクセサリ]→[通信]→[ハイパーターミナル]の手順で起動し

ます。 

 

② [接続の設定]ウィンドウで[名前（N）：]を入力（任意）してください。 

 

 
[図 7.8] 接続の設定 

 

③ [接続方法（N）：]を選択します。 

 [COMｘ（x：ポート番号 パソコンの RS-232C ポート）]を選択してください。 

 

[図 7.9] 接続方法 
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④ [プロパティ]ウィンドウで本機の通信仕様にあわせて設定を変更してください。 

 RS-232C の場合： 

 

[図 7.10] 通信仕様の設定 

 

⑤ 本機の通信コマンドのデリミタは CR+LF となっております。 

 そのため、CR+LF をデリミタとして付加する設定を行います。 

 [ファイル（F）]メニューより、[プロパティ（R）]を選択すると、[プロパティ]ウィンドウが表示されますので、[設定]タ

ブを選択してください。 

 

[図 7.11] プロパティウィンドウ 
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⑥ [ASCII 設定(A)...]ボタンを押下してください。 

 
[図 7.12] プロパティウィンドウ（設定タブ） 

 

⑦ [ASCII 設定]ウィンドウで下記項目のチェックボタンをチェックしてから[OK]ボタンを押下してください。 

  [ASCII の送信]エリア 

  ・行末に改行文字をつける（S） 

  ・ローカルエコーにする（E） 

   

 

[図 7.13] デリミタ設定 

 

  ※ [行末に改行文字を付ける（S）]はデリミタの LF（0x0A）を意味します。 

  ※ [Enter]キーはデリミタの CR（0x0D）を意味します。 
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⑧ ハイパーターミナル上から「@GIV 」と入力してください 

 

[図 7.14] コマンド確認 

 

⑨ 本機からのアンサーとしてバージョン情報が取得できれば、設定モードによるコマンドのやり取りが正常に行え

ていることになります。 

 
[図 7.15] コマンド取得確認 

 

以上でハイパーターミナルの設定は完了です。 

各コマンドの詳細については 7.6 コマンド詳細(P.61)を参照してください。
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7.3 ＡＳＣＩＩ コード表 

 

[表 7.2] ASCII コード表[1/2] 

文字 16 進  文字 16 進  文字 16 進  文字 16 進 

NUL 00  SP 20  @ 40  ` 60 

SOH 01  ! 21  A 41  a 61 

STX 02  " 22  B 42  b 62 

ETX 03  # 23  C 43  c 63 

EOT 04  $ 24  D 44  d 64 

ENQ 05  % 25  E 45  e 65 

ACK 06  & 26  F 46  f 66 

BEL 07  ' 27  G 47  g 67 

BS 08  ( 28  H 48  h 68 

HT 09  ) 29  I 49  i 69 

LF 0A  * 2A  J 4A  j 6A 

VT 0B  + 2B  K 4B  k 6B 

FF 0C  , 2C  L 4C  l 6C 

CR 0D  - 2D  M 4D  m 6D 

SO 0E  . 2E  N 4E  n 6E 

SI 0F  / 2F  O 4F  o 6F 

DLE 10  0 30  P 50  p 70 

DC1 11  1 31  Q 51  q 71 

DC2 12  2 32  R 52  r 72 

DC3 13  3 33  S 53  s 73 

DC4 14  4 34  T 54  t 74 

NAK 15  5 35  U 55  u 75 

SYN 16  6 36  V 56  v 76 

ETB 17  7 37  W 57  w 77 

CAN 18  8 38  X 58  x 78 

EM 19  9 39  Y 59  y 79 

SUB 1A  : 3A  Z 5A  z 7A 

ESC 1B  ; 3B  [ 5B  { 7B 

FS 1C  < 3C  \ 5C  | 7C 

GS 1D  = 3D  ] 5D  } 7D 

RS 1E  > 3E  ^ 5E  ~ 7E 

US 1F  ? 3F  _ 5F  DEL 7F 
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[表 7.3] ASCII コード表[2/2] 

文字 16 進 コントロールコード詳細 

NUL 00 NULl（ヌル） 

SOH 01 Start Of Heading（ヘッダ開始） 

STX 02 Start of TeXt（テキスト開始） 

ETX 03 End of TeXt（テキスト終了） 

EOT 04 End Of Transmission（転送終了） 

ENQ 05 ENQuiry（問合せ） 

ACK 06 ACKnowledge（肯定応答） 

BEL 07 BELl（ベル） 

BS 08 Back Space（後退） 

HT 09 Horizontal Tabulation（水平タブ） 

LF 0A Line Feed（改行） 

VT 0B Vertical Tabulation（垂直タブ） 

FF 0C Form Feed（改ページ） 

CR 0D Carriage Return（復帰） 

SO 0E Shift Out（シフトアウト） 

SI 0F Shift In（シフトイン） 

DLE 10 Data Link Escape（伝送制御拡張） 

DC1 11 Device Control 1（装置制御 1） 

DC2 12 Device Control 2（装置制御 2） 

DC3 13 Device Control 3（装置制御 3） 

DC4 14 Device Control 4（装置制御 4） 

NAK 15 Negative AcKnowledge（否定応答） 

SYN 16 SYNchronous idle（同期信号） 

ETB 17 End of Transmission Block（転送ブロック終了） 

CAN 18 CANcel（取消） 

EM 19 End of Medium（媒体終端） 

SUB 1A SUBstitute（置換） 

ESC 1B ESCape（拡張） 

FS 1C File Separator（ファイル分離） 

GS 1D Group Separator（グループ分離） 

RS 1E Record Separator（レコード分離） 

US 1F Unit Separator（ユニット分離） 

SP 20 SPace（空白） 

DEL 7F DELete（削除） 
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7.4 コマンド概要 

コマンドは各コマンドを識別する@(16進表記の40)+3文字の半角英字(大文字小文字)とそれに続くパラメー

タ(半角数字※)からなります。(コマンドによっては複数のパラメータを指定可能なものや、パラメータの必要な

いものがあります)コマンドの最後にデリミタを送信することにより処理を実行します。 

例 : @SCT,12  
 

, は、コマンドとパラメータおよびパラメータ間の区切り文字でカンマ(16進表記の2C)を表します。 

 は、デリミタ(CR+LFで16進表記の0D+0A)を表します。 

 

※ 一部のコマンドにはASCIIコードを指定するパラメータがあります。  

 

① 本機の設定を変更するコマンド 

コマンドとパラメータをカンマで区切って送信します。(コマンドによっては複数のパラメータを指定可能なも

のや、パラメータの必要ないものがあります)コマンドが正常に処理されると、受信したコマンドをそのまま

送り返します。 

例 : @SCT,12  ←送信コマンド 
  @SCT,12  ←本機からのアンサー 

 

② 本機の設定を受信するコマンド 

コマンドを送信します。(コマンドによってはパラメータの必要なものがあります)コマンドが正常に処理され

ると、受信したコマンドに続き現在の設定を送り返します。(コマンドによっては複数のパラメータを返すも

のがあります) 

例 : @GCT  ←送信コマンド 
  @GCT,12  ←本機からのアンサー 

 

③ エラーコマンド 

未定義のコマンドやパラメータに誤りがある場合などは、エラーコマンドとエラーの詳細(半角数字)を送り

返します。 

例 : @SCT,50  ←送信コマンド(この例ではパラメータに誤りがあります) 
  @ERR,1  ←本機からのエラーコマンド 

 

④ ヘルプ 

コマンドを指定せずにデリミタのみを送信すると、コマンドの一覧を送り返します。 

例 :  ←デリミタの送信 
  --------------- HELP (1/1) --------------- ←以下はコマンドの一覧 

  (Comm Setting Command)                     

  @SCT / @GCT : Set/Get RS-232C Setting      

                                             

  (OTHERS Command)                           

  @GIV        : Get ID & Version             

  ------------------------------------------ 
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7.5 コマンド一覧 

 

 エラーステータス 

コマンド 機能 詳細ページ 

@ERR エラーステータス 61 

 

 その他設定 

コマンド 機能 詳細ページ 

@GIV バージョン情報取得 61 

@S** RS-232C 通信 通信先 ID 設定 61 

@G** RS-232C 通信 通信先 ID 取得 61 

 

 シリアル端子設定 

コマンド 機能 詳細ページ 

@SCT シリアル通信コネクタ 通信設定 62 

@GCT シリアル通信コネクタ 通信設定取得 63 
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7.6 コマンド詳細 

 

@ERR エラーステータス 

コマンド書式 返り値のみ 

返り値書式 @ERR, error  

パラメータ error ： エラーステータス 

  1 = パラメータの書式、値にエラーがあります。 

  2 = 未定義のコマンド／またはコマンドの書式に誤りがあります。 

 送 

受 

@SCT,999,1  
@ERR,1  

パラメータエラー。 

 送 

受 

@XYZ  
@ERR,2  

未定義のコマンド。 

 

@GIV バージョン情報取得 

コマンド書式 @GIV  

返り値書式 @GIV, id, ver  

パラメータ id ： 製品型番 

 ver ： ファームウェアバージョン 

実行例 送 

受 

@GIV  
@GIV,COS-T100HD-A,2.00  

製品の情報を取得。 

製品型番とファームウェアバージョンを返信。 

関連項目 - 

備考 送信器は COS-T100HD-A、受信器は COS-R100HD-A と表示されます。 

 

@S** RS-232C 通信 通信先 ID 設定 

コマンド書式 @S**,id1,id2,id3･･･  

返り値書式 @S**,id1,id2,id3･･･  

パラメータ idX ： 通信先 ID 0～F（パラメータ数は最大 15 個まで） 

実行例 送 

受 

@S**,1,2,3  
@S**,1,2,3  

受信器 No1、2、3 に対して RS-232C 通信可能。 

送 

受 

@S**,0  
@S**,0  

全ての受信器に対して RS-232C 通信可能。 

関連項目 7.7 受信器との通信について(P.64) 

注意事項 パラメータ、通信先 ID が重複するとエラー(@ERR,1)となります。 

パラメータが複数時、0が含まれるとエラー(@ERR,1)となります。 

本コマンドは送信器側のみ有効です。 

本コマンドは通信モード時でも設定可能です。 

 

@G** RS-232C 通信 通信先 ID 取得 

コマンド書式 @G**  

返り値書式 @G**,id1,id2,id3･･･  

パラメータ idX ： 通信先 ID 0～F（パラメータ数は最大 15 個まで） 

実行例 送 

受 

@G**  
@G**,1,2,3  

受信器 No1、2、3 に対して RS-232C 通信可能。 

関連項目 7.7 受信器との通信について(P.64) 

注意事項 本コマンドは送信器側のみ有効です。 

本コマンドは通信モード時でも取得可能です。 
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@SCT シリアル通信コネクタ 通信設定 

コマンド書式 @SCT, setting  

返り値書式 @SCT, setting  

パラメータ setting ： 通信設定 

 ・通信速度  ( 4800, 9600, 19200, 38400[bps] ※初期値 : 9600 ) 

 ・データ長  ( 8, 7[bit]      ※初期値 : 8    ) 

 ・パリティ  ( なし, 偶数, 奇数    ※初期値 : なし ) 

 ・ストップビット ( 1, 2[bit]      ※初期値 : 1    ) 

値 通信設定  値 通信設定 

0 4800 8 なし 1  24 19200 8 なし 1 

1 4800 8 なし 2  25 19200 8 なし 2 

2 4800 8 奇数 1  26 19200 8 奇数 1 

3 4800 8 奇数 2  27 19200 8 奇数 2 

4 4800 8 偶数 1  28 19200 8 偶数 1 

5 4800 8 偶数 2  29 19200 8 偶数 2 

6 4800 7 なし 1  30 19200 7 なし 1 

7 4800 7 なし 2  31 19200 7 なし 2 

8 4800 7 奇数 1  32 19200 7 奇数 1 

9 4800 7 奇数 2  33 19200 7 奇数 2 

10 4800 7 偶数 1  34 19200 7 偶数 1 

11 4800 7 偶数 2  35 19200 7 偶数 2 

12 9600 8 なし 1  36 38400 8 なし 1 

13 9600 8 なし 2  37 38400 8 なし 2 

14 9600 8 奇数 1  38 38400 8 奇数 1 

15 9600 8 奇数 2  39 38400 8 奇数 2 

16 9600 8 偶数 1  40 38400 8 偶数 1 

17 9600 8 偶数 2  41 38400 8 偶数 2 

18 9600 7 なし 1  42 38400 7 なし 1 

19 9600 7 なし 2  43 38400 7 なし 2 

20 9600 7 奇数 1  44 38400 7 奇数 1 

21 9600 7 奇数 2  45 38400 7 奇数 2 

22 9600 7 偶数 1  46 38400 7 偶数 1 

23 9600 7 偶数 2  47 38400 7 偶数 2 
 

実行例 送 

 

受 

@SCT,24  
 

@SCT,24  

通信速度=19200[bps]、データ長=8[bit]、パリティ=なし、ストップ

ビット=1[bit]に設定する。 

正常終了。 

関連項目  

注意事項 シリアル通信設定が変更された場合、以後、通信不可となる可能性があります。本機に合

わせ、環境の設定変更を行ってください。 

 

※設定が変更されたかの確認は、シリアル通信コネクタ 通信設定取得（@GCT）コマンド

で確認することが出来ます 

※本設定は通信モード時の設定を変更します。 

 

設定モード時は以下の設定(固定)となります。 

通信速度：9600、データ長：8bit、パリティ：なし、ストップビット：1bit 



COS-100HD-A/COS-S100HD-A 取扱説明書 

 63 

 

@GCT シリアル通信コネクタ 通信設定取得 

コマンド書式 @GCT  

返り値書式 @GCT, rs_232c  

パラメータ rs_232c ： RS-232C コネクタ 通信設定 

 ・通信速度 ( 4800, 9600, 19200, 38400[bps] ※初期値 : 9600 ) 

 ・データ長 ( 8, 7[bit]      ※初期値 : 8    ) 

 ・パリティ ( なし, 偶数, 奇数     ※初期値 : なし ) 

 ・ストップビット ( 1, 2[bit]      ※初期値 : 1    ) 

値 通信設定  値 通信設定 

0 4800 8 なし 1  24 19200 8 なし 1 

1 4800 8 なし 2  25 19200 8 なし 2 

2 4800 8 奇数 1  26 19200 8 奇数 1 

3 4800 8 奇数 2  27 19200 8 奇数 2 

4 4800 8 偶数 1  28 19200 8 偶数 1 

5 4800 8 偶数 2  29 19200 8 偶数 2 

6 4800 7 なし 1  30 19200 7 なし 1 

7 4800 7 なし 2  31 19200 7 なし 2 

8 4800 7 奇数 1  32 19200 7 奇数 1 

9 4800 7 奇数 2  33 19200 7 奇数 2 

10 4800 7 偶数 1  34 19200 7 偶数 1 

11 4800 7 偶数 2  35 19200 7 偶数 2 

12 9600 8 なし 1  36 38400 8 なし 1 

13 9600 8 なし 2  37 38400 8 なし 2 

14 9600 8 奇数 1  38 38400 8 奇数 1 

15 9600 8 奇数 2  39 38400 8 奇数 2 

16 9600 8 偶数 1  40 38400 8 偶数 1 

17 9600 8 偶数 2  41 38400 8 偶数 2 

18 9600 7 なし 1  42 38400 7 なし 1 

19 9600 7 なし 2  43 38400 7 なし 2 

20 9600 7 奇数 1  44 38400 7 奇数 1 

21 9600 7 奇数 2  45 38400 7 奇数 2 

22 9600 7 偶数 1  46 38400 7 偶数 1 

23 9600 7 偶数 2  47 38400 7 偶数 2 
 

実行例 送 

受 

@GCT  
@GCT,24  

シリアル端子の通信設定を取得する。 

・RS-232C コネクタ 

通信速度:19200[bps], データ長:8[bit], 

パリティ:なし, ストップビット:1[bit] 

関連項目  
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7.7 受信器との通信について 

本機はシリアル通信による受信器との通信が可能です。パソコン等の制御装置と本機を RS-232C ケーブルで

接続し、データ通信が可能です。 

また、デイジーチェーン接続をした際には、複数の受信器との通信も可能です。双方向通信は 1 台の受信器と

しか行うことができません。どの受信器と通信を行うかは通信先 ID コマンドを入力することで設定が可能です。

通信を行う際の手順を以下に記します。 

 

7.7.1 受信器設定 

まずは受信器から設定します。 

 

＜手順 1＞ 

通信設定を行います。通信設定を設定するにはディップスイッチ 1 を「設定モード」（ON）にしてください。 

設定モードにしたら「@SCT」コマンドにて通信設定を行ってください。通信設定の詳細については 7.6 コマンド

詳細 @SCT シリアル通信コネクタ 通信設定(P.62)を参照してください。 

 

ディップスイッチ1をONにして設定モードにします。  

[図 7.16] RS-232C 設定モードディップスイッチ設定 

 

＜手順 2＞ 

送信器-受信器間通信を行うにはディップスイッチ 1 を「通信モード」（OFF）に設定してください。 

 

ディップスイッチ1をOFFにして通信モードにします。  

[図 7.17] RS-232C 通信モードディップスイッチ設定 
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＜手順 3＞ 

ロータリースイッチを変更して ID を設定します。 

デイジーチェーン対応 RS-232C 通信対応モデル「COS-DS100HD-A」のみ設定が可能です。 

デイジーチェーンで複数台の受信器と接続し、特定の受信器とのみ通信を行いたい場合に 1～F に設定する

必要があります。0 に設定すると通信先 ID の設定に関わらず通信が行えるようになります。 

 

ロータリースイッチを変更して、
IDを設定してください受信器

 

[図 7.18] ロータリースイッチ設定 

 

＜手順 4＞ 

双方向通信を行いたい受信器に対して双方向通信モードに設定します。 

受信器のディップスイッチ 4 を OFF にします。 

※複数台の受信器に対して、双方向通信モードに設定した場合、一番送信器と近い受信器が双方向通信 

  可能となります。詳細については 7.7.4 接続例(P.69)を参照してください。 

※「COS-RS100HD-A」を接続した場合、本スイッチは無効となります。（常に双方向通信となります。） 

 

ディップスイッチ4をOFFして双方向通信にします。  
[図 7.19] 通信方向ディップスイッチ設定 
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7.7.2 送信器設定 

次に送信器に対して設定を行います。 

 

＜手順 1＞ 

通信設定を行います。通信設定を設定するにはディップスイッチ 3 を「設定モード」（ON）にしてください。 

設定モードにしたら「@SCT」コマンドにて通信設定を行ってください。通信設定の詳細については 7.6 コマンド

詳細 @SCT シリアル通信コネクタ 通信設定(P.62)を参照してください。 

 

ディップスイッチ3をONにして設定モードにします。  

[図 7.20] RS-232C 設定モードディップスイッチ設定 

 

＜手順 2＞ 

送信器-受信器間通信を行うにはディップスイッチ 3 を「通信モード」（OFF）に設定してください。 

 

ディップスイッチ3をOFFにして通信モードにします。  

[図 7.21] RS-232C 通信モードディップスイッチ設定 

 

＜手順 3＞ 

どの受信器と通信を行うか通信先 ID を入力する必要があります。 

ディップスイッチ 6 を ON に設定してください。 

※「COS-RS100HD-A」を接続する場合は、本スイッチは「OFF」にしてご使用ください。 

 

ディップスイッチ6をONにしてヘッダ解析モードに設定します。  
[図 7.22] RS-232 通信 送信モードディップスイッチ設定 
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＜手順 4＞ 

ターミナルソフト等を使用して本機に対して通信先 ID 変更コマンドを設定します。 

「@S**」もしくは「@G**」と連続で入力された時点で通信先 ID の設定/取得コマンドと認識し、パラメータの入力

待ちとなります。(デリミタの入力待ち) 通信先 ID 設定コマンドは以下のフォーマットとなります。 

 

@S**,y,y,y･･･  

 

, は、コマンドとパラメータおよびパラメータ間の区切り文字でカンマ(16進表記の2C)を表します。 

 は、デリミタ(CR+LFで16進表記の0D+0A)を表します。 

ｙｙ：通信を行いたい受信器のIDを入力（0～F）します。複数台を指定することも可能です。パラメータに「0」が

含まれた場合は全ての受信器に対してデータを送信します。パラメータ最大数は15です。それ以上入力

した場合はエラーとなります。また、パラメータのID値が重複した場合、パラメータが複数入力時に0が含

まれる場合はエラーとなります。 

 

現在、どの通信先 ID が設定されているかどうか確認するには以下のコマンドを入力してください。 

 

@G**  

 

 は、デリミタ(CR+LFで16進表記の0D+0A)を表します。 

 

通信先IDの設定/取得コマンドのパラメータに誤りがある場合は、エラーコマンドとエラーの詳細（半角数字) 

を送り返します。 

例 : @S**,10  ←送信コマンド(この例ではパラメータに誤りがあります) 
  @ERR,1  ←本機からのエラーコマンド 

 

例 : @G**,10  ←送信コマンド(この例ではパラメータに誤りがあります) 
  @ERR,1  ←本機からのエラーコマンド 

 

コマンドが正常に処理されると、受信したコマンドをそのまま送り返します。 

例 : @S**,1,2,3  ←送信コマンド 
  @S**,1,2,3  ←本機からのアンサー 

 

例 : @G**   ←送信コマンド 
  @G**,1,2,3  ←本機からのアンサー 

 

通信を行いたい受信器を変更する際、通信先ID変更コマンドは以下のように入力します。 

例 : @S**,1  ←ID1 の受信器と通信を行う 
  @S**,1  ←本機からのアンサー 

    ｘｘｘｘｘｘｘ  ←実際の通信データを入力(この際、ID1 の受信器に対して通信可) 

  @S**,2  ←ID2 の受信器との通信に切換える場合 

  @S**,2  ←本機からのアンサー 

    ｘｘｘｘｘｘｘ  ←実際の通信データを入力(この際、ID2 の受信器に対して通信可) 

 

※ 「COS-RS100HD-A」を接続する場合、本手順は必要ありません。 
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7.7.3 注意事項 

本機は、送信器と受信器の通信速度が異なる場合でも通信を行えるようにしているため、送信側は通信デー

タを一旦バッファリングしてから送信し、受信側も一旦バッファリングしてから通信データを出力しています。その

ため、送信から受信まで時間がかかってしまいますのでご了承ください。 

また、本機のバッファサイズは 4K バイトとなっております。そのため、バッファサイズ以上のデータを 1 度に通

信すると、バッファリングしきれずに正しくデータが送信できない場合がありますので、1 度に通信するデータは

4K バイト以下にしてください。 

 

デイジーチェーン接続を行った場合、通信データを受信するまでの時間が 1 台ごとに 250μs 程度の遅延が発

生します。最大接続数(15 台)を接続した場合、１台目と 15 台目では 4ms 程度の遅延が発生します。 
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7.7.4 接続例 

実際の接続例について説明します。各受信器のディップスイッチやロータリースイッチ、通信先 ID コマンドの設

定に対してどのように通信が可能なのかを説明します。 

 

＜接続例 1＞ ～受信器全ての ID が 0 または同じであり、双方向通信の場合～ 

●送信器→受信器へのデータ送信 

通信先 ID コマンドの設定に関わらず、全ての受信器に対して送信器からのデータ送信が可能です。 

 

●受信器→送信器へのデータ送信 

送信器に一番近い受信器のみとなります。 

 

※この接続例は、本機の初期設定状態となります。 

同軸ケーブル

同軸ケーブル

シリアル通信ケーブル

同軸ケーブル

シリアル通信ケーブル

シリアル通信ケーブル

シリアル通信ケーブル

送信機→ 受信機へのデータ送信：
全ての受信機に対して可能となります。

受信機→ 送信機へのデータ通信：
一番送信機に近い受信機のみ可能となります。
接続例で言うと受信機１が双方向通信が可能となります。
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 [図 7.23] 接続例 1 
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＜接続例 2＞ ～受信器全ての ID が 0 または同じであり、片方向通信の場合～ 

●送信器→受信器へのデータ送信 

通信先 ID コマンドの設定に関わらず、全ての受信器に対して送信器からのデータ送信が可能です。 

 

●受信器→送信器へのデータ送信 

データの送信を行うことはできません。 

同軸ケーブル

同軸ケーブル

シリアル通信ケーブル

同軸ケーブル

シリアル通信ケーブル

シリアル通信ケーブル

シリアル通信ケーブル

送信機→ 受信機へのデータ送信：
全ての受信機に対して可能となります。

受信機→ 送信機へのデータ通信：
行うことはできません。
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 [図 7.24] 接続例 2 
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＜接続例 3＞ ～受信器全ての ID が 0 または同じであり、片方向/双方向通信が混在している場合～ 

●送信器→受信器へのデータ送信 

通信先 ID コマンドの設定に関わらず、全ての受信器に対して送信器からのデータ送信が可能です。 

 

●受信器→送信器へのデータ送信 

双方向通信設定になっている送信器に一番近い受信器のみとなります。 

 

同軸ケーブル

同軸ケーブル

シリアル通信ケーブル

同軸ケーブル

シリアル通信ケーブル

シリアル通信ケーブル

シリアル通信ケーブル

送信機→ 受信機へのデータ送信：
全ての受信機に対して可能となります。

受信機→ 送信機へのデータ通信：
双方向通信設定になっている送信機に一番近い受信機のみ可能となります。
接続例で言うと受信機２が双方向通信が可能となります。
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 [図 7.25] 接続例 3 
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＜接続例 4＞ ～受信器全ての ID が異なり、双方向通信の場合～ 

●送信器→受信器へのデータ送信 

設定した通信先 ID コマンドと一致する受信器に対してデータ送信が可能です。 

複数の受信器が通信先 ID と一致する場合は、一致する全ての受信器への送信が可能です。 

 

●受信器→送信器へのデータ送信 

通信先 ID が一致する受信器のみとなります。 

複数の受信器が通信先 ID と一致する場合は、送信器に一番近い受信器のみとなります。 

 

同軸ケーブル

同軸ケーブル

シリアル通信ケーブル

同軸ケーブル

シリアル通信ケーブル

シリアル通信ケーブル

シリアル通信ケーブル

送信機→ 受信機へのデータ送信：
設定したヘッダ情報コマンドと一致する受信機に対して可能となります。
接続例で言うと受信機１、２に対して送信可能となります。

受信機→ 送信機へのデータ通信：
ヘッダIDが一致してかつ、送信機に一番近い受信機に対して可能となります。
接続例で言うと受信機1が双方向通信が可能となります。
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 [図 7.26] 接続例 4 
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＜接続例 5＞ ～受信器全ての ID が異なり、片方向通信の場合～ 

●送信器→受信器へのデータ送信 

設定した通信先 ID コマンドと一致する受信器に対してデータ送信が可能です。 

複数の受信器が通信先 ID と一致する場合は、一致する全ての受信器への送信が可能です。 

 

●受信器→送信器へのデータ送信 

データの送信を行うことはできません。 

 

同軸ケーブル

同軸ケーブル

シリアル通信ケーブル

同軸ケーブル

シリアル通信ケーブル

シリアル通信ケーブル

シリアル通信ケーブル

送信機→ 受信機へのデータ送信：
設定したヘッダ情報コマンドと一致する受信機に対して可能となります。
接続例で言うと受信機１、２に対して送信可能となります。

受信機→ 送信機へのデータ通信：
行うことができません。
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 [図 7.27] 接続例 5 
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＜接続例 6＞ ～受信器全ての ID が異なり、片方向/双方向通信が混在している場合～ 

●送信器→受信器へのデータ送信 

設定した通信先 ID コマンドと一致する受信器に対してデータ送信が可能です。 

複数の受信器が通信先 ID と一致する場合は、一致する全ての受信器への送信が可能です。 

 

●受信器→送信器へのデータ送信 

通信先 ID が一致する受信器のみとなります。 

複数の受信器が通信先 ID と一致する場合は、双方向通信設定になっている送信器に一番近い受信器のみと

なります。 

同軸ケーブル

同軸ケーブル

シリアル通信ケーブル

同軸ケーブル

シリアル通信ケーブル

シリアル通信ケーブル
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送信機→ 受信機へのデータ送信：
設定したヘッダ情報コマンドと一致する受信機に対して可能となります。
接続例で言うと受信機１、２に対して送信可能となります。

受信機→ 送信機へのデータ通信：
双方向通信設定になっている送信機に一番近い受信機のみ可能となります。
接続例で言うと受信機２が双方向通信が可能となります。

送信

受信

パソコン等

パソコン等

パソコン等

パソコン等

ロータリースイッチ：１
ディップスイッチ４：片方向

ロータリースイッチ：２
ディップスイッチ４：双方向

ロータリースイッチ：３
ディップスイッチ４：双方向

ヘッダIDコマンド：１、２

COS-TS100HD-A

COS-DS100HD-A　１

COS-DS100HD-A　２

COS-DS100HD-A　３

INPUT

RS-232C

AUDIO

L

R

STATUS

POWER

INPUT

CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

Tx

HDMI

SERIAL MODEL

720p-8bit

720p-10bit

720p-12bit

1080i-8bit

1080i-10bit

0

1

2

3

4

5

6

7

EDID SELECT

No. RESOLUTION

1080i-12bit

1080p-8bit

1080p-10bit

1080p-12bit8

1 COAX Tx for HDMI

COS-TS100HD-A

DC 5V 3A

OUTPUT

SELECT

EDID

DIP SW

FG

RS-232C

AUDIO

L

R

OUTPUT

Rx

STATUS

POWER CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

OUTPUT

HDMI

SERIAL MODEL

1 COAX Dy for HDMI

COS-DS100HD-A

OUTPUT

INPUT

ID

DC 5V 3A

DIP SW

FG

RS-232C

AUDIO

L

R

OUTPUT

Rx

STATUS

POWER CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

OUTPUT

HDMI

SERIAL MODEL

1 COAX Dy for HDMI

COS-DS100HD-A

OUTPUT

INPUT

ID

DC 5V 3A

DIP SW

FG

RS-232C

AUDIO

L

R

OUTPUT

Rx

STATUS

POWER CONNECT LOCK HDMI AUDIO HDCP

OUTPUT

HDMI

SERIAL MODEL

1 COAX Dy for HDMI

COS-DS100HD-A

OUTPUT

INPUT

ID

DC 5V 3A

DIP SW

FG

 [図 7.28] 接続例 6 
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＜実際の接続例＞ 

ここでは実際に例を挙げて、接続手順について説明します。 

以下のように接続したとします。 

同軸ケーブル

同軸ケーブル
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[図 7.29] 実際の接続例 

 

＜例 1：パソコン 1－パソコン 3 間で双方向通信を行いたい場合＞ 

●受信器設定 

１．COS-DS100HD-A 2 に対して設定モード（ディップスイッチ 1 を ON）にします。 

２．パソコン 3 のターミナルソフト（ハイパーターミナル等）の通信設定を以下のように設定します。 

  通信速度  ：9600bps 

  データ長  ：8bit 

  パリティ  ：なし 

  ストップビット ：1bit 

３．パソコン 3 のターミナルソフトより、「@SCT,xx 」コマンドで通信設定を行います。 

４．COS-DS100HD-A 2 に対して通信モード（ディップスイッチ 1 を OFF）にします。 

５．パソコン 3 のターミナルソフトの通信設定を手順 3 で設定した通信設定値にします。 

６．COS-DS100HD-A 2 のロータリースイッチを「2」に設定します。 

  （この際、他の COS-DS100HD-A とは ID が異なるように設定します。） 

７．COS-DS100HD-A 2 に対して双方向通信（ディップスイッチ 4 を OFF）に設定します 

 

●送信器設定 

１．COS-TS100HD-A に対して設定モード（ディップスイッチ 3 を ON）にします。 

２．パソコン 1 のターミナルソフト（ハイパーターミナル等）の通信設定を以下のように設定します。 

  通信速度  ：9600bps 

  データ長  ：8bit 

  パリティ  ：なし 

  ストップビット ：1bit 
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３．パソコン 1 のターミナルソフトより、「@SCT,xx 」コマンドで通信設定を行います。 

４．COS-TS100HD-A に対して通信モード（ディップスイッチ 3 を OFF）にします。 

５．パソコン 1 のターミナルソフトの通信設定を手順 3 で設定した通信設定値にします。 

６．COS-TS100HD-A に対して個別送信モード（ディップスイッチ 6 を ON）にします。 

７．パソコン 1 のターミナルソフトより、「@S**,2 」と入力し、COS-DS100HD 2 に対して通信を行うように 

  設定します。 

８．あとはパソコン 1 のターミナルソフトより、任意の通信データを入力することにより、パソコン 3 へのデータの 

  送信が可能です。パソコン 3 の方から入力された通信データもパソコン 1 への受信が可能ます。 

 

 

＜例 2：パソコン 1－パソコン 4 間の双方向通信に切換えたい場合＞ 

●受信器設定 

１．例 1 の手順を「パソコン 4」「COS-DS100HD-A 3」に対して同様に設定してください。 

２．COS-DS100HD-A 3 のロータリースイッチを「3」に設定します。 

  （この際、他の COS-DS100HD-A とは ID が異なるように設定します。） 

 

●送信器設定 

１．パソコン 1 のターミナルソフトより、「@S**,3 」と入力し、COS-DS100HD-A 3 に対して通信を行うように 

  設定します。 

２．あとはパソコン 1 のターミナルソフトより、任意の通信データを入力することにより、パソコン 4 へのデータの 

  送信が可能です。パソコン 4 の方から入力された通信データもパソコン 1 への受信が可能です。 

  先程通信が可能だったパソコン 3 に対しては通信を行うことができなくなります。 

 

 

＜例 3：全ての受信器対してデータを送信したい場合＞ 

●受信器設定 

１．例 1 の手順について全てのパソコン、COS-DS100HD-A に対して同様に設定してください。 

２．全ての COS-DS100HD-A に対して片方向通信（ディップスイッチ 4 を ON）にしてください 

 

●送信器設定 

１．パソコン 1 のターミナルソフトより、「@S**,0 」と入力し、全ての COS-DS100HD-A3 に対して通信を行うよ 

  うに設定します。 

２．あとはパソコン 1 のターミナルソフトより、任意の通信データを入力することにより、全てのパソコンへのデ 

  ータの送信が可能です。ただし受信器側からデータを受信することはできません。 
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8 製品仕様 

 

8.1 COS-T100HD-A / COS-R100HD-A / COS-D100HD-A 

外観と仕様は予告なく変更することがあります 

 COS-T100HD-A（送信器） COS-R100HD-A（受信器） COS-D100HD-A（デイジー受信器） 

入出力数 1 系統 

入出力信号 HDMI （注 1）、HDCP 対応 

入力コネクタ HDMI 端子 TypeA（19 ピン）・メ

ス（注 2） 

BNC/75Ω BNC/75Ω 

出力コネクタ BNC/75Ω HDMI端子 TypeA（19 ピン）・

メス（注 2） 

HDMI 端子 TypeA（19 ピン）・メス

（注 2）、BNC/75Ω 

対応フォーマット SDTV/HDTV：480i/576i/720p/1080i/1080p (注 3) 

色深度 24bit、30bit、36bit  Deep Color 

ドットクロック 25 MHz ～ 165 MＨｚ 

TMDS クロック 25 MHz ～ 225 MＨｚ 

プラグ&プレイ DDC2B 対応（内蔵 EDID） 

デジタル音声入出力 マルチチャンネルリニア PCM 最大 8 チャンネル (注 4) 

サンプリング周波数：32～192 kHz ※出力は 48 kHz 固定 量子化ビット数：16～24bit 

基準レベル:-20 dBFS、最大レベル:0 dBFS 

アナログ音声入力 RCA ピンジャック 

ステレオ L/R アンバランス信号 

入力インピーダンス：24 ｋΩ 

基準レベル：-10 dBu 

最大入力レベル：+10 dBu 

(注 5) 

- 

アナログ音声出力 - RCA ピンジャック 

ステレオ L/R アンバランス信号 

出力インピーダンス：75 Ω 

基準レベル：-10 dBu 

最大出力レベル：+10 dBu 

延長用ケーブル  

適合ケーブル 高周波信号用 75Ω同軸ケーブル 

最大延長距離 6C-HD 相当：100 m、5C-FB 相当：100 m 

 

※1080p における距離。伝送レートにより異なります。（注 6） 

※十分余裕を持ったケーブル長でご使用ください。 

※入力映像信号のジッター性能により、延長距離が短くなる場合があります。 

※デイジーチェーンによるジッター特性の悪化により、ケーブル延長距離の縮小、デイジーチェーン台数の減少 

があります。（注 7） 

機能  

内容 アンチストーム機能(注 8) 

コネクションリセット機能(注 9) 
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 COS-T100HD-A（送信器） COS-R100HD-A（受信器） COS-D100HD-A（デイジー受信器） 

その他仕様  

AC アダプタ 

 

入力：AC 100 V～240 V±10%  50 Hz/60 Hz±3 Hz 

出力：DC 5V 3A（専用 AC アダプタ付属） 

消費電力 約 10 W 約 8 W 約 9 W 

外形寸法 106(W)×25(H)×200(D) mm（クォーターラックサイズ、突起物含まず） 

質量 0.6 kg 

温度 使用範囲：0 ℃ ～ +40 ℃ 保存範囲：-20 ℃ ～ +80 ℃ 

湿度 使用範囲：20 ％ ～ 90 ％（ただし結露なきこと） 保存範囲：20 ％ ～ 90 ％（ただし結露なきこと） 

付属品 ネジ式ロック付き AC アダプタ(1.2 m)、コードクランプ 

オプション 固定用プレート(FP-200) 

 

 

 

 COS-RCL（リクロッカ） 

入力コネクタ BNC/75Ω 

出力コネクタ BNC/75Ω 

AC アダプタ 

 

入力：AC 100 V～240 V±10% 50 Hz/60 Hz±3 Hz 

出力：DC 5V 2A（専用 AC アダプタ付属） 

消費電力 約 3 W 

外形寸法 70(W)×25(H)×106(D) mm  （クォーターラックサイズ、突起物含まず） 

質量 0.3 kg 

温度 使用範囲：0 ℃ ～ +40 ℃ 保存範囲：-20 ℃ ～ +80 ℃ 

湿度 使用範囲：20 ％ ～ 90 ％（ただし結露なきこと） 保存範囲：20 ％ ～ 90 ％（ただし結露なきこと） 

付属品 ロック付き AC アダプタ(1.8 m) 

オプション 固定用プレート(FP-70) 

 

(注 1) CEC、xvYCC、Lip Sync、3D、ARC、HEC には対応していません。 

(注 2) 5 m 以下の HDMI ケーブルを使用してください。 

(注 3) CEA-861 規格の映像フォーマットのみに対応しています。480p、576p および VESA(PC)の映像フォーマットには対応していません。 

(注 4) HDMI 圧縮音声には対応していません。 

(注 5)音声信号は正しい映像信号が入力されていないと伝送できません。 

(注 6)別種類のケーブルを使用する場合やケーブルジョイント（JJ）を使用する場合の最大延長距離は取扱説明書を参照ください。 

(注 7) 1080p の映像を 1 本 100m(5C-FB)のケーブルでデイジーチェーンした場合は 11 台まで可能、80m の場合は 15 台可能です。 

(注 8) HDCP により著作権保護された映像を表示する際に、度々発生する砂嵐映像表示を自動復旧させる機能です。おもに起動時に発生する砂

嵐問題を復旧させる機能であり、本機に入力された信号で既に砂嵐が発生している場合や、伝送路の品位で発生する砂嵐問題には対応

できません。 

(注 9) デジタル AV システム特有の、コネクタの抜き差しにより映像表示が復旧する問題を、自動復旧させる機能です。 

 コネクションリセット機能は本機出力のみに対応した機能で、本機出力と表示機器の間に他の機器が接続されている場合は、機能が有効 

 にならない場合があります。 

 

※ 付属の AC アダプタは本機専用品です。他の機器にはご使用にならないでください。 

※ HDMI、HDMI ロゴ、及び High-Definition Multimedia Interface は、HDMI Licensing LLC の商標または登録商標です。 
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8.2 COS-TS100HD-A / COS-RS100HD-A / COS-DS100HD-A 

外観と仕様は予告なく変更することがあります 

 COS-TS100HD-A（送信器） COS-RS100HD-A（受信器） COS-DS100HD-A（デイジー受信器） 

入出力数 1 系統 

入出力信号 HDMI （注 1）、HDCP 対応 

入力コネクタ HDMI 端子 TypeA（19 ピン）・メ

ス（注 2） 

BNC/75Ω BNC/75Ω 

出力コネクタ BNC/75Ω HDMI端子 TypeA（19 ピン）・

メス（注 2） 

HDMI 端子 TypeA（19 ピン）・メス

（注 2）、BNC/75Ω 

対応フォーマット HDTV：720p/1080i/1080p (注 3) 

色深度 24bit、30bit、36bit  Deep Color 

ドットクロック 25 MHz ～ 165 MＨｚ 

TMDS クロック 25 MHz ～ 225 MＨｚ 

プラグ&プレイ DDC2B 対応（内蔵 EDID） 

デジタル音声入出力 マルチチャンネルリニア PCM 最大 8 チャンネル (注 4) 

サンプリング周波数：32～192 kHz ※出力は 48 kHz 固定 量子化ビット数：16～24bit 

基準レベル:-20 dBFS、最大レベル:0 dBFS 

アナログ音声入力 RCA ピンジャック 

ステレオ L/R アンバランス信号 

入力インピーダンス：24 ｋΩ 

基準レベル：-10 dBu 

最大入力レベル：+10 dBu 

(注 5) 

- 

アナログ音声出力 - RCA ピンジャック 

L/R アンバランス信号 

出力インピーダンス：75 Ω 

基準レベル：-10 dBu 

最大出力レベル：+10 dBu 

延長用ケーブル  

適合ケーブル 高周波信号用 75Ω同軸ケーブル 

最大延長距離 6C-HD 相当：100 m、5C-FB 相当：100 m 

 

※1080p における距離。伝送レートにより異なります。（注 6） 

※十分余裕を持ったケーブル長でご使用ください。 

※入力映像信号のジッター性能により、延長距離が短くなる場合があります。 

※デイジーチェーンによるジッター特性の悪化により、ケーブル延長距離の縮小、デイジーチェーン台数の減少 

があります。（注 7） 

コントロール通信  

RS-232C 1 系統 D-sub9 ピンコネクタ・オス (RXD、TXD、GND) 

機能  

内容 アンチストーム機能(注 8) 

コネクションリセット機能(注 9) 
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 COS-TS100HD-A（送信器） COS-RS100HD-A（受信器） COS-DS100HD-A（デイジー受信器） 

その他仕様  

AC アダプタ 

 

入力：AC 100 V～240 V±10%  50 Hz/60 Hz±3 Hz 

出力：DC 5V 3A（専用 AC アダプタ付属） 

消費電力 約 10 W 約 8 W 約 9 W 

外形寸法 106(W)×25(H)×200(D) mm（クォーターラックサイズ、突起物含まず） 

質量 0.6 kg 

温度 使用範囲：0 ℃ ～ +40 ℃ 保存範囲：-20 ℃ ～ +80 ℃ 

湿度 使用範囲：20 ％ ～ 90 ％（ただし結露なきこと） 保存範囲：20 ％ ～ 90 ％（ただし結露なきこと） 

付属品 ネジ式ロック付き AC アダプタ(1.2 m)、コードクランプ 

オプション 固定用プレート(FP-200) 

 

 

 

 COS-RCLS（リクロッカ） 

入力コネクタ BNC/75Ω 

出力コネクタ BNC/75Ω 

AC アダプタ 

 

入力：AC 100 V～240 V±10%  50 Hz/60 Hz±3 Hz 

出力：DC 5V 2A（専用 AC アダプタ付属） 

消費電力 約 4 W 

外形寸法 70(W)×25(H)×106(D) mm （クォーターラックサイズ、突起物含まず） 

質量 0.3 kg 

温度 使用範囲：0 ℃ ～ +40 ℃ 保存範囲：-20 ℃ ～ +80 ℃ 

湿度 使用範囲：20 ％ ～ 90 ％（ただし結露なきこと） 保存範囲：20 ％ ～ 90 ％（ただし結露なきこと） 

付属品 ロック付き AC アダプタ(1.8 m) 

オプション 固定用プレート(FP-70) 

 

(注 1) CEC、xvYCC、Lip Sync、3D、ARC、HEC には対応していません。 

(注 2) 5 m 以下の HDMI ケーブルを使用してください。 

(注 3) CEA-861 規格の映像フォーマットのみに対応しています。480i、480p、576i、576p および VESA(PC)の映像フォーマットには対応していませ

ん。 

(注 4) HDMI 圧縮音声には対応していません。 

(注 5)音声信号は正しい映像信号が入力されていないと伝送できません。 

(注 6)別種類のケーブルを使用する場合やケーブルジョイント（JJ）を使用する場合の最大延長距離は取扱説明書を参照ください。 

(注 7) 1080p の映像を 1 本 100m(5C-FB)のケーブルでデイジーチェーンした場合は 3 台まで可能、80m の場合は 15 台可能です。 

(注 8) HDCP により著作権保護された映像を表示する際に、度々発生する砂嵐映像表示を自動復旧させる機能です。おもに起動時に発生する砂

嵐問題を復旧させる機能であり、本機に入力された信号で既に砂嵐が発生している場合や、伝送路の品位で発生する砂嵐問題には対応

できません。 

(注 9) デジタル AV システム特有の、コネクタの抜き差しにより映像表示が復旧する問題を、自動復旧させる機能です。 

 コネクションリセット機能は本機出力のみに対応した機能で、本機出力と表示機器の間に他の機器が接続されている場合は、機能が有効 

 にならない場合があります。 

 

※ 付属の AC アダプタは本機専用品です。他の機器にはご使用にならないでください。 

※ HDMI、HDMI ロゴ、及び High-Definition Multimedia Interface は、HDMI Licensing LLC の商標または登録商標です。 
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9 正常に動作しないときは 

 

本機が正常に動作しないときは、まず、以下の点をご確認ください。 

・本機および接続されている機器の電源は投入されていますか？ 

・ケーブルは正しく接続されていますか？ 

・ケーブルの接触不良はありませんか？ 

・機器に適合した正しいケーブルを使用していますか？ 

・接続している機器同士の信号規格は適合していますか？ 

・表示機器は正しく設定されていますか？ 

・機器の近くにノイズの原因となるようなものがありませんか？ 

 

それでも問題が解決しない場合は、以下の点をご確認ください。また本機に接続されている機器に原因

がある場合もありますので、そちらの取扱説明書も参照しながらご確認ください。 

こんなときは ここを確認してください 参照ページ 

映像出力 

入力からの映像が出

力されない 

ケーブルの配線に問題がない場合は、まず、[1]～[2]をご確認くださ

い。 

－ 

 [1] 本機の EDID 解像度設定が、表示機器が対応している入力解像度

に選択されていますか？ 

・EDID解像度設定が1080pに設定されている場合、市販のテレビによっ

ては対応していない場合があります。 

・EDID 解像度設定を 1080i に設定した場合、インターレース信号に対応

していない表示機器には映像が出力されない場合があります。 

・パソコン用のモニタはテレビ系の解像度に対応していない場合があり

ます。 

・入力ソース機器の出力解像度が「自動」に設定されていませんか？ 

 本機は 480p には未対応であり、その旨は内蔵された EDID に設定さ

れています。そのため、入力ソース機器によっては、HDMI 規格に対

応していないものとみなし、最小解像度である 480p で出力してくるこ

とがあります。入力ソース機器の出力解像度を「720p」「1080p」などの

固定値に設定してください。 

47 

 [2] 入力機器から信号が出力されていますか？ 

・送信器側の LOCK LED は点灯していますか？ 

30 

 [3] HDCP により著作権保護された信号が入力されている場合は、表示

機器が HDCP に対応していますか？ 

・表示機器が HDCP に対応していない場合、著作権保護された信号が

本機に入力された場合は出力には表示されません。 

- 

 [4] 入力または出力に長いケーブルを接続している場合は、5m 以下の

短いケーブルと交換してみてください。本機のデジタル入出力には 5m

以上のケーブルを接続することが可能ですが、ケーブルの品質や接

続する機器によっては、HDCP の認証や EDID の取得に失敗すること

が考えられます。 

19 

 [5] 対応範囲外の信号が入力されていませんか？ 

・本機は 480p には対応しておりません。また RS-232C 通信対応モデル

「COS-TS100HD-A」では 480i、576i に対応しておりません。 

30 

 [6] 無入力監視時間設定が短かすぎませんか？ 37 
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こんなときは ここを確認してください 参照ページ 

 [7] 同軸ケーブルが仕様にあったものを使用していますか？ 

・100ｍ伝送を行いたい場合、5C-FB のケーブルを使用していないと映

像が出力されない場合があります。 

22 

 [8] ソース機器からは規格に合った映像信号が入力されていますか？ 

・送信器のディップスイッチ 7、または受信器のディップスイッチ 8 を切換

えることにより、改善されることがあります。 

40 

46 

映像出力 

映像が途切れる、また

は映像にノイズが入る 

入力または出力に長いケーブルを接続している場合は、5m 以下の短

いケーブルと交換してみてください。ケーブルの品質や接続する機器に

よっては、十分に性能を発揮できない場合があります。短いケーブルと

交換することにより症状が改善される場合は、長距離の伝送で信号が

劣化していることが考えられます。弊社では、高品質ケーブルおよびケ

ーブル補償器や延長器などを用意しておりますので、ご相談ください。 

19 

 同軸ケーブル長が最大伝送距離以上の場合、映像が途切れたりノイ

ズが入ったりすることがあります。 

ケーブル長が最大伝送距離以内であってもケーブルジョイント(JJ)によ

ってケーブルを接続している場合は、仕様範囲内の距離を伝送できな

いことがあります。 

デイジーチェーン台数が最大接続台数以上の場合も同様に映像が途

切れたりノイズが入ったりすることがあります。 

本機の最大伝送距離、デイジーチェーン最大接続台数は入力解像度

によって異なります。 

22 

 高速な信号(UXGA, WUXGA, 1080p など解像度の高い信号や、Deep 

Color 信号など)を入出力したときに、ケーブルの品質や接続する機器に

よっては、映像が表示されなかったり、映像にノイズが入ることがありま

す。 

EDID の設定により入力される信号の解像度や色深度の制限が可能で

す。 

47 

映像がちらつく インターレース信号に対応していない表示機器にインターレース信号を

入力すると、映像がちらついて見える場合があります。モニターの対応

解像度をご確認ください。 

- 

ソース機器の解像度

を変更した時、または

ソース機器のケーブル

を抜き差ししたとき、映

像が出力されるまでに

時間がかかる 

本機はソース機器の解像度を変更したり、ソース機器のケーブルを抜き

差しすると入力機器との信号が一旦、切断されます。その後、入力機器

と本機との間および本機と表示機器との間で HDCP 認証の処理を行う

ため HDCP 認証が終了するまでの間、映像出力されません。 

- 

パソコンの「デュアル

モニタ」が設定できな

い、または設定しても

解除されてしまう 

無入力の監視機能が働くと、「デュアルモニタ」が正常に動作しない場合

があります。この場合は、無入力の監視機能を OFF に設定してくださ

い。 

37 
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こんなときは ここを確認してください 参照ページ 

音声出力  

映像は表示されるが

音声が出力されない 

デジタル音声出力にて、ミュート ON に設定していませんか？ 42 

入力機器に複数の出力端子がある場合は、入力機器の音声出力設定

をご確認ください。 

－ 

圧縮音声(Dolby Digital、DTS 等)が入力されていませんか？本機は圧縮

音声を出力することができません。 

圧縮音声の収録されたブルーレイディスクなどを再生する場合は、入力

機器の音声出力設定をご確認ください。 

- 

アナログ音声出力から

は音声が出力される

が、HDMI 出力からは

音声が出力されない 

デジタル音声出力にて、ミュート ON に設定していませんか？ 42 

接続されている表示機器または AV アンプが音声を出力できる解像度を

選択していますか？ 

パソコン系の出力解像度(VGA～WUXGA)を選択した場合、表示機器ま

たは AV アンプが音声を出力できない場合があります。 

- 

入力機器から圧縮音

声(Dolby Digital、DTS

等)が出力されない 

本機は圧縮音声出力はサポートしておりません。 

圧縮音声が入力された場合には、AUDIO LED が消灯します。 

- 

入力機器の音声出力設定をご確認ください。 － 

音声の一部が出力さ

れない 

入力ソース機器がマルチチャンネルで出力していませんか？ 

表示機器によってはマルチチャンネルに対応していないため、2 チャン

ネル分の音声しか出力されないことがあります。 

内蔵 EDID の音声を 2 チャンネルに変更してください。 

33 

RS-232C 通信 

送信器-受信器間で通

信ができない 

送信器及び受信器の通信モード設定が設定モードになっていません

か？ 

・送信器-受信器間で通信を行う場合にはそれぞれ通信モードに設定す

る必要があります。 

35 

41 

本機と外部制御機器間でも通信設定はあっていますか？ 

・通信設定（通信速度、データ長、パリティ、ストップビット）が一致してい

ないと通信することができません。 

62 

64 

受信器に「COS-RS100HD-A」を接続して送信器側のディップスイッチ 6

を ON（個別送信モード）にしていませんか？ 

・個別送信が有効なのは「COS-DS100HD-A」を接続した場合のみとな

ります。「COS-RS100HD-A」を接続した際には送信器側のディップスイ

ッチ 6 は必ず「OFF」にしてご使用ください。 

39 

使用している RS-232C ケーブルの種類が間違っていませんか？ 

接続する制御機器等の仕様に従って、ストレートケーブル、クロスケー

ブルを正しくお選びください。 

49 

片方向通信ができな

い 

受信器に「COS-RS100HD-A」を接続していませんか？ 

・片方向通信ができるのは「COS-DS100HD-A」を接続した場合のみと

なります。 

43 

デイジーチェーン接続

した場合に、受信器と

通信ができない 

通信先 ID コマンドによる設定を行っていますか？ 

・まずは受信器のロータリースイッチを変更して ID を割り振り、送信器か

らによる通信先 ID の設定が必要です。 

64 

デイジーチェーン接続

した場合に、受信器と

双方向通信ができな

い 

複数の受信器に対して双方向通信設定にしていませんか？ 

・双方向通信ができるのは 1 台の受信器だけです。また、複数の受信器

が双方向設定になっている場合は、送信器から 1番近く接続された受信

器が双方向通信可能となります。 

64 
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以上の内容を確認しても問題が解決しない場合は、以下の点をご確認の上、（株）アイ・ディ・ケイ本社 営業

部または 技術部までご連絡ください。故障の連絡をする際には以下の点を事前にテストしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  株式会社アイ・ディ・ケイ本社 営業部または技術部 

  TEL ( 046 ) 200-0764    FAX ( 046 ) 200-0765 

  月曜～金曜 AM9:00 ～ PM5:00 

 

 

 

1. 全てのチャンネルで同じ現象がでますか？                    

                         -はい-   -いいえ- 

2. 本機を全く介さずに、純正のケーブルで接続したときは 

正常に動作しますか？ 

                         -はい-   -いいえ- 
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株式会社 アイ・ディ・ケイ 

TEL (046)200-0764    FAX (046)200-0765 

月曜～金曜 AM9:00～PM5:00 

 

 

 

 

 

発行日 2013 年 10 月 17 日  Ver.1.2.0 

＊本書は改善の為，事前の予告無く変更することがあります。 

＊本書の無断転載を禁じます。 
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